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一話












「失礼します」

　村上むらかみ真理まりは重厚なドアをノックして、社長室に入った。

　ここに入るのは入社時以来で、少し緊張してしまう。

「おう。来たな。真理」

　デザイン会社「アルボスクエア」の社長、嵐山あらしやま健人けんとは、パソコンのモニターから顔を上げると親しげな笑みを真理に向けた。

　部屋の大窓には都会のビル群が映し出されていて、それを背中に背負った健人は、いつも以上に輝いて見える。

　健人と真理は、実家が隣り合わせの幼なじみだ。

　健人の兄、ハジメ同様、真理にとって健人は兄のような存在である。

　嵐山家長男のハジメは、北海道の大学に進学し、そこでそのまま就職した。

　次男の健人も今はマンション住まいで、二人の母親は真理と顔を合わせる度、『男の子なんてつまんないわ。巣立ったと思ったらそれっきり。めったに連絡もよこさないんだから』と嘆いている。

「今日、兄貴がうちに帰ってくるんだって。お前、知ってたか？」

　シャープな顎に手を触れながら、健人はそう尋ねてきた。

「ハジメちゃんが？　本当に？」

　思わずデスクに両手をついてしまった真理は、意味深な表情の健人を見て、顔を赤らめた。

「すみません……びっくりして、つい……」

　恐縮する真理を見て健人は苦笑した。

「二人っきりだしタメ口でいいよ。兄貴が家に戻るのって二年ぶりだっけ？　そりゃ、テンション上がるよな」

「はい……」

　恥ずかしそうにしているヒロインに、健人は改まった口調でこう告げた。

「実は頼みたいことがある」

「頼みごと……何でしょうか」

　真理は敬語で問い返した。

　いくら社長の許可が得られたと言っても、ここは会社だ。

　仕事とプライベートのけじめをつけるためにも、幼馴染みモードは慎まなければ。

　健人が自分に甘いのを真理は知っている。

　兄のようにかわいがってくれる健人だからこそ、厚意に甘えてしまわないよう、自重しなければならない。

「悪いんだけどさ、お前、今日は早めに帰って、兄貴を出迎えてくれないか」

　健人はそう言うと、デスクの上に銀色に光る鍵を置いた。

「今日、親父とお袋、オペラデートなんだってさ。ってわけで、嵐山家には誰もいない」

　つまりこれは嵐山家の鍵で、ヒロインは留守番を頼まれているらしい。

「え……？　でも……鍵ならハジメちゃんも持ってるんじゃ」

「あのさ、俺の真意をくみ取れよ。二人きりになるチャンスだろ」

　言っている意味が遅れてわかり、ぶわっと顔が赤くなる。

「チャンスって……私はそんな」

「とぼけんな。兄貴のことが好きなんだろ」

　言い返そうとする真理を遮り、健人はさらりと決めつけてくる。

　好き、という単語を耳にした瞬間、ハジメの飄々とした顔が頭に浮かび、胸がキュンと音を立てた。

「ちが……」

「真理。いい加減認めろよ」

　健人は静かに名前を呼んだ。

　声のトーンと鋭い目が、嘘は許さないと告げている。

　確かにここで否定しても仕方ない。

　真理はこの春、25になった。ハジメは健人と二つ違いの29だ。

　そろそろ潮時がやってきたのだ。

　いや、きっと遅いくらいだ。

「……そう……かも……」

　また、素の自分で答えてしまうが、今度は動揺のあまり言い直せなかった。

　健人が自分に一体何を期待しているか、分かってしまいドキドキする。

　何か想定外のことが起きると、声が上ずり、顔が真っ赤になってしまうのは、子供の頃からの悪癖である。

「その顔なあ。ったく、バレバレなんだよ」

　健人はクールな顔で立ち上がると、そっと真理の手を取った。

　手のひらに小さな鍵が乗せられて、じっと目を見つめられる。

「渡したぞ。頑張れよ」

「……待ち伏せみたいで嫌がられないかな」

「だから俺が頼んだってことにするんだろ」

「あ……」

「とにかく、さっさとなんとかしろ。片思いこじらしてるお前を見てるとさ、こっちまでイライラすんだよ」

　ぶっきらぼうな言い方だが、これが健人流のエールだと、わかっている。

　なけなしの勇気が、胸の内に湧き上がってきた。

「そうだね。うん。頑張る」

　武者震いを堪えながら、真理は手のひらの鍵を、ぎゅっと握り締めた。






　家が隣というだけで、嵐山兄弟の幼馴染みという、贅沢なポジションにおさまった真理は、物心ついたときから周囲の羨望を集めてきた。

『あんな素敵な人が幼なじみなんて、うらやましすぎ。代わってもらいたいわ？』

　友達や知り合いから、何度そう言われたかわからない。

　しかし話題になるのは、いつも弟の健人だけで、ハジメは『ああ、あの冴えないお兄さんね』と、おまけのような扱いである。

　確かに健人は、特別な人だ。

　街を歩けばほぼ１００％の確率で、芸能プロダクションにスカウトされるという、イケメンぶりに、どんな集団にいてもいつの間にかリーダーに祭り上げられるカリスマ性を兼ね備えた、文武両道のスーパーマンだ。

　参観日にやってきた母親たちですら、健人の美形ぶりを拝もうと教室に列をなしていたほどだ。

　簡単には笑顔を見せない、クールなところも女心をくすぐるらしい。

　日本一偏差値の高い某国立大学を卒業し、１部上場企業の社長職を父親から引き継いでからは、輝きにますます磨きがかかり、メディアからの出演依頼は引きも切らず、彼が廊下を歩いていると女性職員たちが一様に桃色のため息をつく。

『それに比べて兄貴の方は何だか地味でパッとしないよね。兄弟なのになんであんなに違うんだろ』

　そんな誰かの陰口を耳にするたびに、真理は心からほっとしていた。

（ハジメちゃんが、女の子にモテなくてよかった……ライバルなんて少ない方がよっぽどいいもの……）

　ハジメもよく見れば嵐山家の遺伝子を継いだ、端正な顔をしているし、頭はとんでもなく良かった。

　ただ、ちょっと変わり者で、デリカシーのない言動が、時々女性達の顰蹙をかっていたようだった。

　末は大臣か、と期待されていたのに、教師という地味な仕事につき、父親が一部上場企業にまで育てた建築系デザイン会社も、弟にあっさり譲ってしまう。

『あの子は本当に、何を考えてるかわからないわ』

　嵐山母の口癖である。

　しかし真理は、ハジメのそんな、つかみどころのないところが、とても好きだった。






　ハジメとは秘密の思い出がある。

　あれは小学生の頃だったろうか。

　一緒に公園で遊んでいたら、ハジメはシロツメクサのはなかんむりを真理の頭にかぶせ、にっこりと笑ってこういった。

「大人になったら、俺のお嫁さんにしてあげる」

　翌日からハジメは、普段通りの淡白な態度に戻ってしまい、結局、戯れ言だとわかったが、真理の恋心はその日をきっかけに育っていった。

「ハジメちゃんが好き。お願い。私と付き合って」

　ハジメが北海道に発つ日、空港で真理はさよならのかわりにそう告げた。

　子供の頃の約束なんて、とっくに時効をすぎている。振られるのを覚悟していた。

　それなのにハジメは真理の頭をよしよしと撫でて、いつもの笑顔で言ったのだ。

「いいよ。でも、真理が大人になったらね」

　大人になったらってどういうこと？

　でも、って、どういうこと？

　頭の上に彼の手のひらを感じながら、真理の頭は戸惑いにぐるぐる回っていた。

　いいよ、と最初に言われたけれど、オーケーじゃないのは表情でわかった。でも、はっきり振られたわけでもない。

　何かが始まるのか、それとも終わったのかすらわからない。

「じゃあ、またね」

　戸惑っているうちにハジメはごろごろとスーツケースを押し、搭乗ゲートへと入っていった。

　最後に大きく手を振って、ハジメは真理前から飛び去っていった。

「あーあ」

　呆れたような声がして振り向くと、健人が憐れむような目で真理を見ていた。

　ハジメの弟である彼には、今の会話の不自然さが、真理以上に伝わったのだろう。

　恥ずかしさに全身の血が、一気に顔へと上がっていく。

「……もしかして見てた？」

「いいや」

　健人はそういうと視線を逸した。

（……見てたって顔だ……）

　あの日からもう９年経っていた。






　鏡の前で何度も洋服を合わせてみる。

（タイトスカートじゃ仕事中みたいかな……ジーンズだとラフすぎるし……）

　ご近所なのに、めかしこむのも変だと思うが、久しぶりに会う好きな人の前で少しでもかわいく見せたいのが女心だ。

　結局、小花模様のツーピースに落ち着いた。春らしいらしいフェミニンな装いで、腰のリボンベルトが気に入っていた。

（おしゃれしてても変じゃないよね。だって、今日は決戦の日だもの……）

　仕事帰りの電車の中で、ゆっくりと気持ちを高めていき、もう一度思いを伝えようという結論に達した。

　玉砕するにしても、うまくいくにしても、健人が与えてくれた折角のチャンスを、無駄にはできない。

　嵐山家の玄関に立ち、手のひらの鍵をじっと眺める。

『恋のリングにもう一度上がれ』

　健人のエールが聞こえる気がした。

　ドキドキする胸に片手を当て、大きく深呼吸をして鍵を開けようとした時、手にしていたスマホが鳴った。

（あれ？　健ちゃんだ）

「はい。もしもし」

　訝いぶかしみながら電話に出ると、

「お前、今どこ」

　真理の声にかぶせるように早口で尋ねられた。

　健人らしからぬ、せわしないその口ぶりに真理は首をかしげる。

「健ちゃん家の前だよ。今玄関を開けようとしてたとこ」

「そうか。じゃ、回れ右して今すぐ帰れ」

「え……？」

「理由は後で説明する」

「……でも……」

　健人の焦っている理由に心当たりがなく、どうしても気になる。

「健ちゃんこそ、今どこなの？」

「そっちに向かってる。そうだ。どっかで食事しようぜ」

「食事？　でも、ハジメちゃんが……」

「いや、それがな」

「真理」

　スマートフォンからではなく、リアルな声が背後から聞こえた。

　聞き慣れた、とても懐かしい声だ。

　振り向くと待ち焦がれていた人の顔がそこにあり、真理は両目を見開いた。

　ハジメだった。北海道に住んでいるのに、なぜか日に焼けて、逞しくなっている。

　心臓がきゅん、と切ない音を立て、身体中の血液が顔に上がっていく。

　兄のように慕っていた相手なのに、向かいあうと、こんなに緊張するなんてすごく不思議だ。

　甘い胸の疼きが、毒のように全身に回っていく。

　ハジメが好きだ……と、心の底からそう思った。

「やっぱり真理だ。随分大きくなったね？」

　からかっているのか真剣なのかわからない、人を食ったような表情で、ハジメは親戚のおじさんみたいな台詞を吐く。

　真理は恥じらいながら言い返した。

「身長１ミリも伸びてないよ……私を何歳だと思ってるの……」

「あはは。そうかあ？」

　破顔するとハジメの目尻に小じわが数本浮かんで、月日は確かに流れたのだと気付かされる。

　しかし体にまとう飄々とした空気は相変わらずで、近くにいると心が温かいものに満たされていく。

　と、彼の背中から、スーツ姿の小柄な女性が顔を出した。

「ハジメさん。誰？　紹介して」

　透き通るような声で女性は言った。

「あ、勝手に盛り上がっちゃってたね。ごめんごめん」

　ハジメは軽くその女性に謝ると、再び真理に向き直った。

「こちら同僚の北村小夜子さん……この子は幼なじみの真理」

「はじめまして」

　面長の理知的な顔をしたその女性は、真理に向かい深々と頭を下げた。

「あ……は、はじめまして」

　しどろもどろになりながら、真理は頭を下げた。

　ハジメは何か思いついた、というような表情を浮かべ、笑顔で言った。

「そうだ。真理って、確か25だったよね」

「うん」

「そういえば二人とも同い年だよ。偶然だな……なんか、そうは見えないけど。今、学校、夏休み中なんだ。俺たち一週間ぐらいここにいるから、小夜子と仲良くしてやってね」

　ハジメは無邪気な笑顔でそう言った。その間も小夜子はじっと真理を凝視している。

　白目の多い大きな目に射すくめられ、真理はたじたじになってしまう。

　そんなに長い間、ハジメが実家にいるなんて、尋常ではない。お正月すら帰省しないほど、地元に対して淡白なのだ。しかも女の人と一緒に、だなんて。異常事態だ。

「あの……ハジメちゃん……もしかして……」

　嫌な予感に胸を震わせながら尋ねると、ハジメは頭を掻きながらあっさりと言った。

「うん。俺たち、来月結婚するんだ」

　ハッとして目線を下に向けると、二人の薬指にある、気の早いリングが飛び込んできた。

　結婚……。

　思いもよらない出来事に、目の前が一気に暗くなる。

「おい、真理！　生きてるか？」

　手元から健人の声がして、真理はまだ彼との携帯が通じていたことにやっと気がつき、呆然としたまま電源を落とす。

　かっと頬に血が上った。

　当たる前に玉砕した姿を、また健人に知られてしまった。今度は舞台に上がることさえできなかった。

　恥ずかしさと、ショックとで頭の中がぐるぐるしている。

　だめだ。これ以上この場所にいられない。

　一刻も早く立ち去らねば。

「これ、健ちゃんから預かってたの。鍵をハジメちゃんに渡してって」

　真理はハジメに鍵を押し付けた。

「ああ。サンキューな。つーか、俺、鍵なら持ってたんだけど。どうする？　せっかくだから、上がってく？」

　邪気のない顔でハジメが誘う。

　ざらりとした感情が胸をよぎる。

　今ここでそれを言うかな？　と一瞬思った。

　恋人と一緒にいる時に、いくら幼馴染みとはいえ、他の女性を家の中にあげようだなんて。

　案の定、小夜子がむっとしたような顔をする。

　ハジメは全然気がついていない。ただニコニコと人の良さそうな笑顔を浮かべ、真理のリアクションを待っている。

「いい。さよなら」

　ひきつった笑顔を浮かべ、真理はハジメに背を向けた。

















二話












　家に戻ると真理は着替えもせずベッドに突っ伏した。

　かすかな希望から大きなときめき、そして絶望へ。

　ほんの数時間でジェットコースターみたいに感情が揺れ動き、身も心もヘトヘトだった。

　胸の鼓動が落ち着くと、今度は鋭い痛みが心臓を刺す。

（信じられない……ハジメちゃんが結婚するなんて……）

　胸の中に土砂降りの雨が降っているみたいに、気分がひたすら落ちていく。

　29歳のハジメに結婚話があるなんて、考えてみれば当たり前だ。それなのに一度も頭をよぎらなかった。

　どこまで能天気だったんだろうと、自分で自分が情けない。

（頭の良さそうな人だったな……。ああいう人が好きだったんだ……）

　小夜子の顔を思い出しながら、真理は小さなため息をつく。

　童顔で年よりかなり若く見られる自分とは、全然違うタイプの女性だ。

　会社では必死に大人ぶってはいるけれど、一歩会社の外に出れば一人っ子特有の甘え心が出て、社長の健人に対してすらすぐに敬語を忘れてしまう。

　小夜子のような落ち着いた雰囲気は微塵も持ち合わせていない。

　いや、そんなことはどうでもいいのだ。

（ハジメちゃんに会ったのは私の方が先だったのに……告白したのも先だったのに……）

　さっきから拭いきれない後悔が、押し寄せてくる。

『真理が大人になったらね』

　春風のように軽やかに、言ってのけた彼の口ぶりは、今も耳に残っていて、どうしてもその理由を考えてしまう。

　あんなことさえ言われなければ、こんなに長い間、ハジメだけを思い続けることもなかったのに。

　つい咎めるような言葉が頭の中に浮かび、そのたびに胸が苦しくなった。

　体の中心を焼き尽くすようなもの狂おしい思い。

　今まで抱えたことのない感情をどう処理していいかわからずに、真理はベッドの上でバタバタと両足を動かした。






　ガラガラと音がして窓が開いた。

　ここは２階である。

　一瞬泥棒かと身構えるが、窓を乗り越え部屋の中へと入ってきたのは健人だった。

「……社長」

　真理は慌てて体を起こした。

　彼の部屋は真理の部屋と隣接している。

　健人がまだ実家にいた頃は、連日のように遠征されていたが、ここ最近では久しぶりである。

「家でまでその呼び方はやめろ。肩がこる」

　早口でそう言うと、健人はまじまじと真理の顔を覗き込んだ。

「ん？　何？」

　プライベートモードが発動し、きょとんとした顔で見つめ返すと、健人はぽつりとこうつぶやく。

「やっぱり……泣いていると思った」

「え……？」

　そう言われて頬に手を当てると、冷たいものが手のひらに触れた。

　それが涙だと気がついて、慌てて再びベッドに突っ伏し、枕の上に顔を乗せる。

（ああ……こういうところが子供っぽいんだよね……健ちゃん呆れてるだろうな……きっと）

　自分で自分にツッコミを入れるが、どうしても間抜けな泣き顔を見られたくない。

　ギシリとスプリングのきしむ音がして、健人がベッドに腰掛けてきた。

「悪かったな……兄貴が婚約したとか知らなくてさ。普通に一人で帰ってきたのかと思ってた」

　すまなそうな声。

「……別に気にしてないよ」

「うそつけ」

「本当だから……ちょっと驚いただけ」

「じゃあ顔をあげろよ」

　真理は仕方なく半身を起こすと、ぎこちない笑みを浮かべて見せた。

「ほら……ね」

　健人ははっとしたように真理の顔を見ると、労うような声で囁きかけてきた。

「馬鹿。無理すんな」

　彼の腕にぐっと引き寄せられ、思い切り逞しい胸に顔をぶつける。

「離して」

　こういうスキンシップはハジメの独壇場で、健人に触れられたことはほとんどない。

　真理は戸惑いに赤くなり、両手で彼の胸を思いっきり押した。

「やだね」

　しかし抱きしめる腕の強さは増していき、どくどくと言うどちらともない胸の鼓動が鼓膜に響く。

　堪えていた感情が一気に噴き出してきた。

「んっ……ううう……」

　嗚咽の声が喉元から漏れる。

　大きな手のひらが背中を撫でた。

　優しくされるとますます気持ちが高ぶってしまい、真理はしばらく泣きじゃくっていた。

　やっと気持ちが落ち着いて、真理はかすれ声で健人に告げた。

「優しいね」

　柔らかな答えが返ってくる。

「俺は昔から優しいよ」

「知ってる……でもこういうのは初めて……」

　抱きしめられて背中をよしよしと撫でられて……。

　子供を守る親のような態度に、傷ついた心は確実に癒やされている。

「何度もしたいと思ったよ。けど小さい頃からお前は兄貴兄貴だったもんな……いつも後を追いかけて……俺のことなんて眼中にないって感じだった……だからできなかった」

　頭に彼の顎が当たっていて、声が直接頭の中に響く。

　どうやら彼も昔を思い出していたらしい。

「そんなこと……」

　ない、と続けようとしたが遮られる。

「あからさまだったろ」

「そうだった……かも……うん。確かにそうだったね」

　彼の胸に顔をうずめたまま、真理は鼻をすすった。

　健人は人の感情に敏感で、兄とはそういうところが真逆である。

　ハジメはかなり鈍感だ。女心に関しては絶望的な程、理解できていないと思う。

　さっき婚約者を紹介され、真理がどれほどショックだったかも、今こうやって泣いていることも、きっとハジメは気づいていない。

　スキンシップは多かったけれど、真理を愛玩動物か何かと間違えているような感じだった。

「……もしかして、兄貴のこと考えてる？」

　図星を突かれてはっとした。

「あ……私……」

　彼の表情に傷ついたような様子が見えて、真理は訳もなく罪悪感に襲われた。

　不意に拘束が解かれ、両腕を持たれて顔を覗き込まれる。

「今からでも奪っちまえよ」

　思いもよらぬ提案が彼の口から溢れでた。

「奪う……？」

「ああ」

　切れ長の形のいい目の奥に、戸惑うような自分の顔が映っている。

「婚約っつっても口約束だろ。まだ、どうとでもなる。邪魔しろよ」

　どうやら彼は真剣らしい。

　真理は激しく首を振った。

「無理だよ。だってハジメちゃんが困るもの」

「兄貴のことなんて関係ない。お前はどうしたいんだ？」

「え……？」

「今でも兄貴が好きなんだろ？」

「それは……」

「隠さなくていいって。俺にはわかるから」

　そうだった。

　健人にはどんな嘘も気づかれてしまう。だからごまかしてもだめなのだった。

「たった一度の人生なんだぜ。ちゃんと正面からぶつかってみろよ」

　しっかりと真理の頭に刻みつけるかのように、きっぱりとした声で健人は言った。

　真理の瞳が戸惑いに瞬く。

　今から彼にぶつかるなんて、お門違いなアドバイスに思えた。

「……できないよ」

「弱虫だな」

　その言葉に、真理は激しい衝撃を受けた。傷ついた心のささくれに、直接指で触れられた気がして、気分が荒ぶる。

「……そうかな」

「当たって砕ければいいのに」

「嫌だよ」

「やっぱり弱虫だ」

　さっきとは打って変わって意地悪になる健人の態度に、どす黒い感情が湧き上がってくる。

　確かに健人なら、どんな局面でも好きな相手を諦めたりはしないだろう。

　ライバルがいても臆せず奪い取ろうとするはずだし、きっとそれは成功する。

　しかしそれは健人だからだ。

　普通の人はそんなことできっこない。

　健人みたいにかっこよくて自信に満ち溢れた、すごい人間なんて滅多にいない。みんな自分に自信がなくて、背負った傷を広げないようにビクビクしながら生きているのだ。






　これ以上ズカズカとデリケートな部分に踏み入って欲しくなくて、真理は涙を拭くとこういった。

「もう本当に大丈夫……これで良かったんだよ。最初から相手になんてされてなかったし……私はハジメちゃんの妹みたいなものなんだし……結婚式には呼んでくれるかな……ドレスを買わなきゃ……だね」

　健人の眉が寄せられる。

「お前って本当に嘘つきだよな」

「え……？」

「本当はムカついてるだろう。約束破りの大嘘つきに」

　色のない口ぶりにヒヤリとしながら真理は尋ねる。

「どういうこと？」

「空港で、兄貴、お前に気のあるそぶりを見せただろ」

　真理はビクリと肩を震わせ、すぐにしらばっくれた。

「何のことだっけ」

「とぼけんな」

　健人は軽く真理を睨んだ。

「お前が告白した時、大人になったらとか答えてたよな。あんな言い方をされたら、誰だって期待する。お前、待ってたんだろう？　兄貴が迎えに来てくれるのを」

　心臓がドキドキと早鐘を打つ。

　やはり健人もそう思っていた。真理だけの思い込みじゃなかった。抑えこもうとしていた感情が湧き上がってくる。

　悔しくて悔しくてたまらなくなる。

「あんなの、ただの戯れ言だよ」

　そう言いながらも声は震えている。

「まあな。けど、お前は真剣だった」

　健人はどんどん核心に触れてくる。

「兄貴を待って誰とも付き合わずにいたんだろ？　なんで裏切り者って言ってやらないんだ。婚約者じゃなくって自分を見てくれって言えばいいだろ。でないと次に進めないだろ」

　無遠慮にとがった言葉の刃が、心臓にズブズブと突き刺さる。

　どうして彼は平気で傷口に触れてくるのだろう。

　いつもは愛のムチと思える行為が、余裕のない今は受け止められず、真理は拳を握りしめた。

（なによ……こんなに落ち込んでるのは健ちゃんのせいじゃない）

　鍵なんて渡されてなかったら、きっと両親か、健人から婚約を知らされていただろう。

　その方が浅い傷で済んだ。

　惨めな思いは彼のせいだ。

　その気持ちが真理の声を、つい荒らげさせてしまう。

「確かに私はハジメちゃんのことが好きだった。それは認める。でも告白なんてしないよ。もうハジメちゃんにはフィアンセがいるの。私は健ちゃんとは違うの……誰かを押しのけてまで幸せになりたいとは思わない」

　一瞬健人は傷ついたような表情を浮かべた。

　クールな彼が表情を変えるのはとても珍しく、真理の胸はたちまち罪悪感でいっぱいになる。

「ごめん。いいすぎたね。八つ当たりだよ……本当にごめん」

　健人は彼なりのやり方で、真理を励ましただけなのに。

　真理は心の底から後悔し、今度こそ本気の笑顔を作って見せた。

「心配しなくて大丈夫。私、すぐに彼氏を作るから。そうだ。婚活パーティーに行ってみようかな。以前誘われたことがあるの」

　冗談めかして真理は言った。

　少しだけ感情をぶつけたことで、悲しみが確実に薄れている。

　それがわかったのか健人もいつものクールな表情に戻り、あっけなくその提案を一蹴した。

「やめとけ。カモにされて終わりだ」

　真理は眉毛をハの字にして問いかけた。

「そんなに私、モテないと思う？」

「ああ」

　健人は真理に向き直った。

「世の中には詐欺師がうようよしてるんだぜ。婚活パーティーでまともなやつを見つけるには、お前は免疫がなさすぎだ」

「そうかな……」

　真理はしょんぼりと肩を落とした。

　確かに今までに何度もネットワーク系ビジネスのカモにされかけている。

　高額なお布団や鍋を買わされそうになったことも一度や二度ではなく、その度に健人が助けてくれた。

「俺で……試すか？」

　ちらりと真理に視線を向け、健人は言った。

　長すぎる前髪から覗く目が、妙に色っぽく輝き始める。

「え？」

「なかなかいい考えじゃないか。最初の恋愛、俺で試せよ」

　聞き違いかと思ったが、そうじゃないとすぐにわかった。

「俺ならきっとうまくやれるぜ……うんと優しくしてやれる」

　健人はおもむろに真理へと手を伸ばした。

　真理は両目を大きく見開いて健人を見つめ返す。

　髪の毛が撫でられた。

「冗談だよね」

「いや、全然本気だけど」

　繊細な指が真理の唇をそっとなぞる。

　この部屋で何度も二人きりの時を過ごしたけれど、いつもとは違う甘い空気で、背中にゾクゾクと震えが走る。

　驚きに硬直している真理の背中に片手を回し、健人はゆっくりとベッドへ押し倒した。

（綺麗な顔だ）

　至近距離に迫る健人の顔に、真理はしみじみとそう思った。

　彼とは長く付き合ってきたが、見上げるポジションは初めてで、あっけないほど心臓が高鳴る。

　恋愛偏差値の低い自分にとって刺激が強すぎる体勢だった。
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　両手がひとまとめに持ち上げられ、シーツの上に止められて、薄い唇が近づいてくる。

「やっ……」

　唇と唇がふれあう直前に顔を背けた。

　しかし健人は怯まずに、熱い吐息が首筋に落ちる。

　一度頬にキスをして、健人は再び唇を狙った。

　背中がよしよしと撫でられている。

　強引だけど優しい行為に、ついうっとりとしてしまい、まるで魔法にかかったみたいに動けない。触れるまで、もうあと１ミリと言う時に、健人がささやきかけてきた。

「男との付き合い方を教えてやる……兄貴のことなんて忘れさせてやるから」

　熱っぽい目と口ぶりに、激しく胸が震え、気づけばまぶたを閉じていた。

　濡れた感触が唇に触れた。

（あ……）

　生まれて初めてのキス。

　熱い舌が上唇をそっとなぞり、背筋にぞくぞくと震えが走る。

　舌先で歯列を軽くノックされ、真理は思わず息をしようと口を開いた。

　その動きを健人は逃さず、生温かい舌が入ってくる。

「ん……んん……」

　歯列を割られ口の中が舐めまわされる。

　舌と舌が擦れ合い、生ぬるい刺激で肌が粟立った。

　健人が真理の舌をきつく吸い上げ始める。

　とても野生的なキスだった。

　唇をむさぼられ、口腔を思う様舐められるたびに、真理の胸は大きく弾む。

　激しいキスであやされて、頭の中がぼーっとしていく。腕を掴んでいた彼の右手が、ブラウスの膨らみに押し当てられた。

「きゃ……」

　真理は思わず身を捩った。流されてここまで来たけど、直接的な行為を受けて、心が怖じ気づいている。

　何がきっかけでこんなことになってしまったのだろう。

　婚活パーティーが引き金だったのか、それともネガティブな発言が彼の逆鱗に触れたのか。

「ひどいことは何もしないから、じっとしてろ」

　こちらの意思を無視した自分勝手な発言に、真理は半泣きで訴える。

「そんなの無理……」

「無理じゃない。誰だってやってる」

　傍若無人という言葉がピッタリな表情を浮かべて、健人は真理にそう告げた。

「さっきまで優しかったのに、なんでこんなことをするの？　健ちゃんは幼馴染みで……今では会社の社長で……私にとっては大切な存在だったのに……」

　その言葉に健人はなぜかニヤリと笑い、かすれた声でこう告げた。

「これからはもっと、特別になるんだ……お前の初めての男に……」

「え……？」

　真理は両目を開いて健人を見つめた。

　ブラウスのボタンが上から順に外される。さっきの言葉は聞き間違いだと思いたいのに、行為は着々と進められていく。

「目を閉じてろよ。声だけなら兄貴と似てるだろ」

「健ちゃん」

「目を閉じろって」

　まぶたにそっとくちづけられ、自然に真理は目を閉じる。

　前立てが開かれ、剥き出しになったブラの上から、彼の大きな手のひらが乳房に触れた。

「や……」

　エスカレートしていくスキンシップに、真理はハッとして目を開ける。

　白い肌と薄い紫色のブラが剥き出しにされた、あられもない格好に、羞恥心がこみ上げた。

　思わず両手をクロスして胸元を隠すが、健人に手首を掴まれ左右に開かれてしまう。

「古い恋を忘れるには次の恋……お前の言う通りだよ。その相手が俺でも構わないよな？」

　耳たぶに唇を寄せて彼はささやく。

　今まで一度も聞いたことがないほど挑発的な口ぶりである。

「だめだよ」

「なんで」

　余裕たっぷりな口振りの健人と比べて、真理はしどろもどろだ。

「健ちゃんは……社長だもの」

「社長は恋愛しちゃだめなのか」

「え……？」

　健人はくすりと笑った。

「そんなの、言い訳になるかよ」

　耳たぶに唇が這わされて、肉厚な舌でべろりと全体を舐められる。

　熱い吐息の刺激に真理の背中はゾクリと震えた。

「ああ」

　感じ入ったような声が出てしまい、真理は羞恥に頬を染めた。

　こんなことは初めてで、自分の取るリアクションの一つ一つに驚いてしまう。

「よしよし。いい子だ」

　ブラからはみ出した乳房が、男の指に押されて赤らむ。

　触れられた箇所から、じんわりとした快感が生まれ、周辺へと広がっていった。

「待って……」

　荒い息を吐きながら、真理は再び目を開いた。

「こんなに気持ち良さそうな顔をして、まだ焦らすのか？　往生際が悪いな」

「そうじゃなくて……」

　耳の裏側まで赤くしながら真理は涙目で訴えた。

「電気を消して……このままだと恥ずかしい……」

　健人の両目が驚きに見開かれ、真理はかあっと頬を赤らめた。

　なんてことを口走ってしまったのだろう。

　これではまるで、ねだっているようではないか。

「違うの。してほしいわけじゃなくて、あのね、健ちゃん」

　必死になって言い訳をするが、健人は素早く体を起こす。

　覆い被さっていた彼の体が離れ、真理は一瞬寂しさを感じた。

　健人は照明スイッチのつまみに手を伸ばし、左側にひねった。

　部屋の中が徐々に暗くなる。

　ほのかな明かりだけを残して、彼の体が戻ってきた。

「全部消してよ」

「……馬鹿。それじゃもったいないだろ」

　健人はこれ以上譲歩するつもりはないらしく、真理の傍に体を寄せ、顔を覗き込んできた。

　暗いけれどどんな表情をしているのか、はっきりわかる。

　向こうだってそうだろう。

「お願い……真っ暗にしてほしいの……」

　真剣にそう頼んだが、健人は首を横に振った。

「……できるだけ見ないようにするから……な？」

　甘い声で囁かれ、おなかの中が妙に熱くなってきて、真理はそれ以上何も言えなくなってしまった。

　明るかった時より、少しだけ気持ちが落ち着いてもいた。

　心臓の鼓動は止まないけれど。

「真理」

　思いのこもった声でそう呼ばれ、行為が再開されたのだと真理は悟る。

　唇に顎にそして喉元に、優しいキスが落とされて、彼の大きな手のひらが、むき出しになった胸の辺りをいたずらに彷徨う。

「かわいいけど……邪魔だな」

　独り言のように健人はつぶやき、ブラのホックが外されて、白くこんもりと盛り上がった乳房があらわになる。

「や……ああっ」

　胸の先端に冷たい空気が触れ、真理は小さな悲鳴をあげた。

　ブラウスが肩口から脱がされ、ブラと一緒にスツールに置かれた。

　上半身を裸に剥かれ、恥ずかしくてたまらない。

「お願い……やめて」

「馬鹿言えよ。ここからだろ」

　スカートが自然にめくり上がり、むっちりとした太ももがあらわになる。

　はしたなく、淫らな格好だ。

　恥ずかしさのあまり両足を擦り合わせて悶えるが、健人に軽く体重をかけられ、それだけで動きを封じられてしまう。

（どうしよう……このままじゃ……こんなことを許しちゃだめだ……）

　心臓がせり上がりそうなほど鼓動を打ち、未知の行為に対する恐怖に体がすくむ。

　至近距離に逞しい男の体があり、激しく強引に迫ってくる。

　真理の全身からは汗が噴き出し、肌がざわざわと粟立っている。

　ガチガチになっている真理の緊張を解こうとしてか、健人が真理の髪をそっと撫でた。

「怖いか？」

　尋ねられて、真理はこくこくと首を縦に振る。

「大丈夫……嫌なことは何もしない……気持ちのいいことだけしかしないから」

　口の端にくちづけながら、あやすような言葉を健人は投げかけてきた。

　その言葉に流されそうな投げやりな思いと、そんな自分に対する激しい自己嫌悪とに苛まれ、真理の心は乱れきっていた。

　好きな人の婚約を知り、激しく落ち込んだのはたった数時間前のことである。

　それなのに今ではその弟に胸をときめかせ、半裸に剥かれ、みだらな行為に胸をときめかせている。

　自分がこんなに流されやすい女だなんて、知りたくなかった。

　こんなに淫乱な女だなんて、気づきたくなかった。

　健人は大きな手のひらで、胸の膨らみをそっともんだ。

　ざらついた肌が擦れあい、触れられた箇所から熱い熱が全身に広がっていく。

　指先の刺激に頭の中がふわふわと浮きたち、目尻が下がる。

「う……んん……」

　喘ぎ声の声量が増した。

「すごいな……お前の胸、波打ってる」

　胸の先端を２本の指でくにくにといじりながら、健人は感嘆の声をあげた。

「今まで誰にも許してない、純粋無垢な乳首だな……俺の指が初めてなんだろう。こんなに綺麗な乳首は初めて見た」

「そんなの……あたりまえ……あ……ああっ……」

　物心ついた頃からずっとハジメに恋をしていたわけだから、体中のどんな箇所も、他の男に触れさせてないのは当然である。

「正真正銘、俺が初めてってことか……」

　とても嬉しげな表情を浮かべ、健人は桃色の乳首に唇を寄せた。

（どうしてこんな顔をするの）

　垣間見えた喜びの発露に、真理の胸は切なく震える。

　クールな彼が、こんな風に相好を崩すことはとても珍しい。

　無防備な表情を晒すことがめったにない人なのだ。

　長く伸ばされた舌が、乳首の側面をなぞった。

「はっ……ああう……」

　突然の感触に真理はぶるりと喉を震わせた。

　今度は先端が舐められる。

「んんん」

　自分でも驚くほど甘い声が唇から漏れ、それに励まされたかのように、健人はちゅくちゅくと乳首を吸い始める。

　長い舌が乳首にまとわりつき、じんわりとした疼きを真理に与える。

　唾液がたっぷりとそこにまぶしつけられ、真理の唇からは、か細い喘ぎが漏れ続けた。

「くう……ふ……んん……ふ……」

「お前の声、すごくかわいい」

　顔をあげた健人が真理に微笑みかけた。

「そんなこと……ない……」

「照れるなよ」

　乳首が唾液に清められる。

　健人はため息混じりにこう続けた。

「こんなに感じやすい体だったなんて……知らなかった」

　改めてそう指摘され、真理は頬を赤らめる。

　乳首を優しく弄びながら、健人は反対側の乳房を手のひらでこねた。

「あ……はっ……ああ」

　初めて受ける淫らな行為に、体が熱く火照っていく。

　健人のやり方はとても丁寧で、あまりの心地よさに全身がとろけてしまいそうだ。

　大きな手のひらが、丸い乳房をおもうさま揉みしだく。

「ふっ……はっ……んん」

　かりりと音を立てて先端をかじられ、背中がビクンと痙攣した。

「いい反応」

　からかいの言葉に、真理はいやいやと首を左右に振った。

「あいつのことなんて忘れろよ」

　ため息混じりの言葉とともに、肉厚な唇が再び真理の唇に押し付けられた。

（あいつって……そうだ……ハジメちゃんのことだ）

　一瞬彼を忘れていたことに、真理は愕然としてしまう。

　刺激をたっぷりと与えられ、翻弄されて、今この時を乗り切ることに必死だった。

　結果的に失恋の痛みは遠ざかっていて、健人のもくろみは、見事に達成されている。

　くちづけはとても巧みで、心までこじ開けてしまいそうな唇の動きに翻弄される。

「ふ……んん……んんん……」

　彼の舌が歯列をわって、口腔へと入り込んでくる。

　舌と舌とが絡みあい、今まで感じたことのない感覚に、心臓が激しく鼓動を打つ。

（これは私を慰めるための行為なんだ……）

　甘く優しい彼のくちづけに酔いながら、真理は自分で自分にそう言い聞かせる。

　それなのに、こんなにドキドキするなんて、本当に自分はどうしてしまったのだろう。

　彼の舌は粘膜の隅々をこそげとるように這い回り、揉みこまれた乳房が、じくじくと甘い疼きを覚え始める。

「ふ……く……んん」

　緊張に体がこわばりがちな真理を、優しいキスでなだめながら、健人はスカートを捲り上げた。

　薄桃色のショーツがあらわになり、あまりの羞恥心に真理は思わず両目を見開く。

　さっきまで胸を揉んでいた手のひらが、薄い布地越しの尻を撫でている。

　くちづけが終わると、真理は体を激しく身じろがせた。

「もう……止めて……ここまでに……して」

「ここでやめたらお前が辛い」

　真理の要求を一蹴し、彼の長く繊細な指が、ショーツのゴムの部分から、下腹部へと差し込まれる。

　彼の指は柔らかな茂みの上を探索し始めた。

「あ……はっ……ああ」

　最も恥ずかしく敏感な箇所をいじられて、真理は激しい羞恥心に苛まれる。

　彼の手が鼠径部を撫でるたびに、か細いショーツはジリジリと下に下ろされていく。

　淫らすぎる細やかな愛撫に、体の中心がゾワゾワとしてくる。

　怪しいほどに美しい目が真理をまっすぐに見つめていて……体の中心から上がってくる熱に浮かされそうだ。

　彼の指先が最も感じやすい秘玉をつまみ、クニクニといじり始めた。

「はう……ううう」

　自分では触れたことのない箇所が揉みしだかれ、秘裂から大量の愛液が染み出す。

　電流が体の中心を走り抜けていくような、今まで一度も覚えたことのない感覚に怯え、真理は思わず身をよじる。

「おいこら。逃げるな」

　健人は開いた方の手で髪の毛を撫で、もう片方の手の指で、丹念に秘玉の皮を剥いた。

　赤くしこった秘密の芽が顔を出し、優しい愛撫に応えてぶるっと震える。

「や……はあ……ん」

　わなわなと全身を震わせながら、真理は健人の肩口にしがみついた。

　快感があまりにも強すぎて、今までにない自分に変えられてしまいそうな恐怖がある。

「怖いよ……健ちゃん……」

　堪えていた本音が唇をつく。

「大丈夫だ。俺に任せろ。絶対に酷いことはしないから」

　秘玉を押したりつぶしたりしていた指が、すっと後部に滑っていく。

　即座に硬直した真理に、健人は優しい声で囁きかけた。

「力を抜け。天国を見せてやる」

　濡れそぼった秘裂に指が伸ばされ、リズミカルに前後した。

「ああ……お願い……もう……」

　じん、と狂おしいほどの快感が、体の中心を駆け抜けていく。

「お前のココ、すごく濡れてる。」

　薄桃色の花びらでぴったりと入り口を閉じた秘裂に、そっと指先をそわせながら、健人は嬉しげにそう言った。

「そんなこと……言わないで」

　花びらがめくられ、熱く滾った蜜壺に、指の先が浸される。

「あっ……ふ……ああん」

　あまりの気持ちよさと恥ずかしさに、真理は嬌声を上げて身悶えた。

　全身に真珠のような汗が浮かび上がる。

　男の指でじんわりと未成熟な官能がみちびき出されていき、真理はそんな自分に戸惑った。

　ちゅるんと割れ目を中指が滑る。

「ああっ……ああん」

「お前の声、すごくかわいい」

　感に堪えぬ、という風に囁くと、健人は肉びらを２本の指でジリジリと弄り、細かい皺やよじれを伸ばした。

「ひあ……ああ……」

「お前のここ、洪水みたいになってるぞ。俺のやり方がよっぽど気に入ったみたいだな」

　本当は健人の言うとおりだ。

　しかし認めてしまうわけにもいかず、真理はブルブルと首を左右に振った。

「ちが……ああん」

　健人はふふん、と笑い、指先ですくいとった蜜液を秘裂全体にまぶし始めた。

「はふ……あああ……うう…………く……ん……うう……」

「なるほど。やっぱり、ここをいじられると気持ちがいいか」

　女の最も大切な箇所を守っている、可憐な色の花びらがゆっくりとこねられ、胸の奥が甘い疼きで満たされて、堪えきれない吐息が溢れてくる。

　なんて優しい指先なのだろう。

「あ……はっ……ああんっ……っ」

　魔術のような指に暴かれて、体がしっとりと汗ばんでいく。

「うっ……うう……はっ……ああ……」

　ぴくんぴくんと体が己の意に反していやらしく跳ねる。

　抵抗する気など、もうとっくになくなっていた。

「そんなに顔を赤くして……本当に気持ちが良さそうだな」

　びくびくと体を震わせている真理をからかいながら、健人はもどかしいほど丁寧な愛撫を繰り返した。

　ショーツがじりじりと降ろされていく。

　無防備な姿を晒されて、恥ずかしくてたまらない。

「ううう……」

　それなのに胸が切なく甘く震え、背中がぴくんと激しくしなる。

　体が熱く、火照ってくる。

「ああああ……はっ…………ああっ」

　より確実に与えられる快感に、下半身がいやらしくくねる。

「ねえ……いや……っ」

　体をくったりと弛緩させ、真理が涙目で訴えた。

「何が嫌なんだ？」

「見られるの……恥ずかしい……」

　うすいショーツに隠されていた箇所が、じわじわと剥き出しになっていく。

　指だけで確かめられていたものが、男の視線に晒されていく。

「ねえ、やっぱりもっと暗くして。お願い」

「あのなあ、いい加減、観念しろよ」

　ショーツが太ももの中央まで下ろされた。

　男の指で秘裂を左右に開かれる。

「やっ……やぁ……っ」

　彼の視線が下に向かい、こみ上げてくる恥ずかしさに真理は激しく身悶えた。

「はう……うう……くっ……」

　いやらしい嬌声が止まらない。

　秘裂はすっかり濡れてしまい、シーツにはしたない染みが広がっていく。

「そのまま、じっとしてろ……そう。いい子だ」

　ちゅっ、と額にキスされて、彼の体が遠ざかる。

　ショーツの両サイドに手がかかり、ゆっくりと足首に向けて下ろされていく。

「お願い。脱がさないで」

　真理は涙目で訴えた。

「脱がさなきゃ、お前を気持ちよくさせられない」

「そんなこと……求めてない」

「真理」

　鋭い目が真理を見据え、ふっ、と体の上が軽くなった。

「本当に嫌なら俺を押しのけろよ。それくらいの余裕は与えてやるから」

　逞しい体が離れ、真理に選択を迫る。

「それは……」

　黒目がちな瞳が戸惑いに揺れる。

　健人の指が、真理の前髪をそっと分けた。

「できないんだろ？　俺を受け入れている証拠だ」

　図星を突かれて動きが止まる。

　ゴクリと唾を飲み込んで、真理は次の行為を待った。

　真理の膝を立ててショーツを足首から抜き取ると、健人は両足を左右に開いた。

　開脚されて、恥ずかしい箇所の全てが、男の視線に晒される。

「ああ……」

　あまりのことに、真理の鼻先からため息が漏れた。

「お前のここ……濡れて……すごく光ってるな」

　健人が感嘆の声を上げる。

「お願い……見ないで……とってもとっても恥ずかしいの」

　両手で大切な箇所を覆い隠しながら、真理は伝えた。

「う……」

　一瞬健人は小さく呻き、己の長い前髪をかきあげると、上目遣いにこう言った。

「こらこら。あんまりかわいいと、今すぐ襲うぞ」

　言葉と同時に両手が剥がされ、彼の視線が恥ずかしい箇所に向けられる。

　ヒクリと真理は体を震わせた。

「綺麗だな……」

　感に堪えぬ、と言うふうに健人は呟く。

「嘘言わないでよ……」

　おろおろと狼狽しながら、真理は言った。

「嘘じゃないって。綺麗だし、すごく美味そう」

「え……？」

「マジだよ。やばい。食っちまいたい」

　語尾が甘く掠れたかと思うと、肉厚な舌が秘裂全体をべろりと舐めた。

「ああああ……んっ」

　今まで感じたことのないような、凄まじい快感が全身を駆け抜ける。

「そんなことしちゃだめ……は……ああん……」

　淫らな喘ぎが唇から漏れ、真理は顔を真っ赤に染め悶えた。

「その声……やめろ……お前、マジでかわいすぎる」

　彼の舌が愛液を貪りながら上下する。

「はっ……ああ……うっ……んんっ」

　太ももが小刻みに痙攣し、汗の量が増していく。

　内腿のとても感じやすい箇所を指先でなぞられ、秘裂全体をなめられて、全身の力が抜けていく。

「ああ……ああん……」

　気持ちが良くてたまらなくて、真理の目尻に涙が浮かぶ。

　花びらが吸われ、急速に体の奥が潤っていく。

「あっ……はっ……ああ……やぁ……」

　この先どうなってしまうんだろう。何もかもが初めてで、数秒先が予想できない。

　びちゃびちゃという、いやらしい水音が部屋の中に響く。

「や……だ……」

　淫らな喘ぎと水音が、入り混じって鼓膜に届き、羞恥心に泣きそうになった。

　薄い恥毛に覆われた秘裂が、舌の面を使ってべろりと舐め下ろされる。突き出された舌は、そのまま秘玉へと移動した。

「く……んんん」

　指で剥かれた秘玉を、押しつぶすようにさらに舐められ、凄まじい愉悦が全身を貫く。

　下半身がとても熱くなり、心臓が鼓動を早めていく。

「はあ……あう……ううう」

　頭の中が快感に朦朧としてきた。

　こんなに気持ちのいい行為があるなんて、知らなかった。

　ハジメの恋人になりたいとずっと夢見てきたけれど、具体的なことは夢想だにしなかった。

　正直なところ、ハジメと唇を交わしたり、こんなふうに密着したりするイメージはこれっぽっちも湧いてこなかった。

　世間知らずだった自分が信じられない。

　男の人と付き合ったら、こういうことをするのだと、当然わかりきっていたはずなのに。

　ざらついた舌の丹念な愛撫に、柔らかく膨らんだ秘玉が熱を帯び始めた。

「ああん……ああ……」

　あまりの快感に、思わず真理は逃げを打つ。

　健人は揺れる腰を両手でシーツに押し付け、秘裂を強く吸い上げた。

「あ、あ、だめ……あああ」

　例えようのない快感が全身を貫き、真理は激しい痙攣を繰り返す。

「うっく……ん……ん……ん」

　彼の舌に欲望を掘り起こされ、頭の中がぐちゃぐちゃになっていく。

　生まれて初めて感じる絶頂に、頭の中が真っ白になる。

「あ……ああん……う……んん……」

　腰が何度も浮き上がり、彼の舌に己の秘所を押し付けてしまうが、止められない。

　気持ちよすぎて、気を失ってしまいそうだった。下半身がドクドクと脈打っている。

　覚えたての快感に、真理の全身は一気に弛緩していった。






　やがて健人は体を起こし、目腺の合う位置まで移動して、官能の余韻に浸る真理の体をきつく抱きしめた。

「大丈夫か？」

　額と額が打ち合わされ、気遣うような視線が真理にそそがれる。

「ん……んんっ……」

　答えようと試みるも、息が上がってまともな言葉が出てこない。

「大丈夫じゃなさそうだな」

　絶頂に悶える真理の体を抱きしめたまま、健人は何度も何度も甘いくちづけを落としてきた。

　豊満な胸を上下させながら真理はそのくちづけを受ける。

　心はまだざわめいていたが、それでも優しいキスにあやされて、次第に心が落ち着いてくる。

　しばらくすると、凄まじい羞恥心がせり上がってきた。

　散々触れられた割れ目が、じくじくと甘くうずいている。

　物欲しげに蠢く肉襞の動きを感じながら、真理は差し出される舌に己のそれを絡めた。

　間違いない。

　胸の奥にあった激しい失恋の痛みは、別なものへと変容している。

　健人のキスに夢中になり、彼のことで頭がいっぱいになってしまう。

　萎んでいく恋心に、真理は焦った。

（どうしてなの……こんなの変だよ）

　くちづけに答え、胸を甘く震わせながら、真理は激しい自己嫌悪に苛まれた。

（これじゃ私、男の人なら誰でもいいみたいじゃない……）

　健人に対してときめきながら、それを認めてしまったら、淡くとも長い片思いが、全部無駄になる気がして怖かった。

　くちづけが終わると、真理は顔を真っ赤にして彼を見上げた。

　蕩けるように優しい目と視線が合い、心臓は大きく跳ね上がる。

　真理はくるりと健人に背中を向けた。

　心臓の鼓動はますます高まり、全身が一気に熱くなっていく。

「……あのさ」

　肩に手のひらが置かれ、真理はビクッと体をすくめた。

　今顔を見られてしまったら、彼にドキドキしているのがバレてしまう。

　軽い女だと思われて、嫌われてしまう。

「……まだ兄貴が忘れられない？」

　背中を向けたまま真理はこくりと頷いた。

　嘘だというのは自覚していた。

　本当は自分でも、自分の気持ちがよくわからないというのに……。

「……だよな」

　ため息混じりの声が背後から聞こえてくる。偽りのジェスチャーを、彼はあっけなく信じたらしい。

（違う……健ちゃん、本当はね……）

　喉元まで込み上げてきた声をぐっとこらえる。真実を伝えたところで何になるだろう。

　ハジメのことで悩んでいると信じたからこそ、健人は真理を抱いてくれた。

　違うと分かれば、きっと軽蔑されて終わってしまう。

　真理のそばから離れていくかもしれない。

　そう気づいた瞬間、激しい恐怖が真理を襲った。

（……健人にがっかりされるのは、絶対に嫌だ）

　いっそ、ハジメを忘れられなければよかったのに、と考えても仕方のないことを真理は思った。

　25年間の片思いを忘れられず、いつまでも泣きべそをかいている、一途な自分だったらよかったのに。

　そうしたら、もっと素直に健人と向き合えた。

　今の自分では、全然だめだ。

　顔にいやらしい欲望が溢れている。健人にもう一度抱かれたい。彼に優しく慰められ、気持ちのいい世界に連れて行かれたい。

　あさましすぎる妄想を、真理は必死に頭から追い払う。

（健ちゃんには絶対に知られちゃだめだ。隠さなきゃ）

　静かな覚悟を決めた時、後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「…………元気出せよ」

　言い訳できないほど激しく心臓が震え、真理は思わず唇を噛む。

　目と目を合わせば、嘘を突き通す自信はない。

　だからその後も、ずっと振り向けなかった。

















三話












　翌日、真理は健人を避けて過ごした。

　普段、健人は社長室にいるので、滅多に真理のいる人事部には降りてこない。

　しかし昨日のことを気遣ってか、その日は何度もフロアに顔を出し、そのたびに真理は立ち上がって席を外した。

　健人の自分を見る眼差しに、何か特別なものがあるように感じたのは、おそらく思い込みだと思う。

　しかし真理の方は明らかに彼を見ると動揺した。

　どんなに冷静でいようと試みても、心臓が爆発しそうになってしまい、自分で自分をコントロールできない。

「どうしたの？　顔が赤いよ」

　複数の同僚にそう言われ、「なんでもないよ」ごまかしながらも、内心冷や汗をかいていた。

　もともとコネ入社ということで、健人の顔を潰さないよう普段から気を張っていたのに、こんなことでは努力が帳消しになってしまう。

（平常心、平常心）

　何度そう唱えてみても気持ちは落ち着かないまま時は過ぎ、昼休みを迎えた。

　食欲がないからと、同僚のランチを断った真理は、洗面所に立てこもり自分の頭をポカポカと叩いた。

（ああもう、馬鹿馬鹿馬鹿！　何をテンパってんのよ……健ちゃんは傷心の私をただ慰めただけなのに……！）

　ひどく手慣れていて、ただひたすら気持ちが良くて、天国に連れて行かれるみたいだったあのひとときは、もう忘れなきゃならない。

　それなのに、昨日受けたひとつひとつの行為を反芻し、朝からうっとりしている始末だ。

（意識してるって事だよね……健ちゃんのこと……男の人として……）

　今まで生きてきて、彼をそんな風に見たことなど、一度もなかった。

　恋心のすべてを、健人の兄に捧げていたから。

　それなのに今では健人の顔が頭から消えない。幼馴染みとして、雇用主として、適度な距離を保っていたつもりなのに。

（だめだだめだ。あんな百戦錬磨の健ちゃんに、本気で相手にしてもらえるわけなんてないよ……！）

　そう心の中で思った瞬間、真理は健人がどんな恋をしてきたか、ほとんど知らないことに気がついた。

　バレンタインやクリスマスには、女の子たちからたくさんのプレゼントをもらっていたし、彼に失恋して泣いていた子もたくさん知っている。

（でも、恋人はいたっけ……？　あーもう、全然覚えてないや）

　その事実に、浮き立っていた心が凪いでくる。

　25年間自分が恋していたのは、確実にハジメであり、健人ではない。

　改めてそのことに気がついたのだ。

（健ちゃんは私にとって、ずっと優しいお兄ちゃんだった……この関係を崩しちゃだめだ……大切な、宝物なんだから）

　鏡に映った己の顔を眺めながら、真理は自分で自分に言い聞かせる。

　そして洗面所から出ると、廊下の壁にもたれかかり腕組みをしている健人が目に入った。

「よう、真理」

　健人は真理の名を呼ぶと、こちらに向かって歩いてきた。

（もしかして待ち伏せ!?）

　真理は青ざめる。

「ひっ」

　悲鳴を上げて反対方向に逃げようとすると、背後から肩を掴まれた。

「こら待て。どこに行く」

「ちょっと用事が……」

「嘘つけ」

　重苦しい沈黙が二人の間によぎる。みっともないくらい顔が赤くなり、真理はいたたまれなくなってしまう。

「あの……社長……話してください……誰かに見られたら……変に思われちゃいますよ」

　真理はドキドキしながらそう言った。

　健人は物問いたげな視線で真理の顔を眺めていたが、おもむろに腕をつかんできた。

「来いよ。」

「ちょ……仕事が……」

「昼休みだろ」

「あ……あの……」

　有無を言わせず引きずられ、会議室に押し込まれる。






　後ろ手にかちゃりと鍵をかけられて、真理の緊張はさらに高まった。

　彼の表情からはどんな感情も読み取れず、どんなリアクションが正しいのか見当もつかなかった。

　確実にひとつだけ言えるのは、また昨日みたいなことをされてしまったら、真理の心はパニックで誤作動を起こしてしまう。コントロール不能な状況に陥ってしまうだろう。

　それが怖くて、朝からずっと健人を避けていたのに。

　果たして健人は真理の肩を両手で掴むと、端正な顔を近づけてきた。

（……どうしよう……どうしよう）

　熱い吐息が頬にかかり、心臓が爆発しそうになる。

　怖くてたまらないのに、どこか甘い期待もあって、真理はドキドキしながら目を閉じた。

　唇が重なる……と思いきや、額にコツンと、彼の額が打ち付けられる。

「お前もしかして熱があるんじゃないか。朝から顔が真っ赤なんだけど」

　心配そうな声が投げかけられる。

「え……？」

　真理はおずおずと目を開けた。

　至近距離に彼の顔が迫っている。しかしその目は、単にこちらを気遣っているだけのようで、怪しい気配は微塵もなかった。

　緊張の糸が一気に弛んだ。

（なんだ……そっか……健ちゃんらしいな）

　ほっとすると同時に、釈然としない気持ちが湧き上がってくる。

　昨日真理をベッドに押し倒し、抱いて慰めたことは、頭から消え去っているのだろうか。

　もちろん忘れてほしいと望んでいた。

　そうなのだけれど……実際にそうされてしまうと物足りない。

　矛盾する思いがせめぎ合い、声がみるみるこわばっていく。

「熱はありません……大丈夫です……」

　上ずった声でそう告げて、一人だけ動揺している自分に嫌気がさした。

　一刻も早くフロアに戻りたい。盛り上がっていた自分が馬鹿だと思った。

「それじゃあ、もしかして俺のせいか？」

「え？」

　いきなり甘く掠れる声に、真理はハッとして顔を上げた。

　彼の目が色っぽく細められている。

（いけない……）

　何かのスイッチを押した気がして、背中に冷たい汗が流れた。

「違……」

「ん？」

　膝を折って顔を覗きこまれ、信じられないくらい胸がときめく。

「失礼します」

　真理は彼の傍らをすり抜けて、会議室を出ようとした。

　鍵を回そうとした時、健人の両手がにゅっと真横に突き出された。

　ドアと彼の体との間に閉じ込められ、真理の心臓は大きく跳ねる。

「朝から涙目でさ……なんなんだよ。俺のこと誘ってるとしか思えないんだけど」

　最後のセリフに真理の肩はビクッと震えた。

　図星を突かれた気がして、焦ってしまう。

　そんなつもりは毛頭ない。でもそう見えてしまうということだろうか？

　自分でもよくわからない。ただひたすらドキドキして、その気持ちをすっかり持て余している。

　以前の自分が彼とどんな風に接していたか、これっぽっちも思い出せない。

　実の兄みたいにリラックスできていた相手が、今では一番緊張する相手になってしまっている。

「……離して……」

　意味不明な苛立ちがこみ上げ、険しい声で真理は言った。

「……答えろよ……でないと、この場で襲っちまうぞ……」

　悪魔のように色っぽい声が、耳の中に流し込まれる。

　かっと体が熱くなり、あらぬ想像が頭を巡った。

　キスされて下着を脱がされ、あらゆるところを触られて……。

　いけない。

　下着が濡れてしまったことを悟られてしまう。

　彼が言っている事は全て、戯れ言かもしれないのに。

　真理はもじもじと太ももを擦り合わせた。

「さっきからビクついてさ、お前、マジでかわいすぎんだよ……」

　掠れ声で囁かれ、くるりと体を返された。

　情熱的な目と視線が合い、じゅわりと下腹部が反応する。

（なんて浅ましいの……獣みたい……）

　こんな衝動を気づかれてはならない。

　真理は唇をかみしめながら、健人から視線をそらそうとする。

　しかし顎をつままれ上向かされた。

「なんて顔をしてんだ」

　感に堪えぬという風につぶやくと、健人は小声でこう囁く。

「なあ、お前もう、オレのもんになれよ」

　語尾がなぜか甘く掠れていて、それがとてつもなく色っぽく響いた。

　ときめきで頭の中がぐるぐる回る。

「抱くぞ」

　改めて瞳を覗き込まれ、真理ははっと我に返った。

「健ちゃん、ここ、会社……」

「それが？」

「人が来るよ」

「そりゃスリル満点だ」

　焦げ茶色の髪の毛を弄びながら、健人は悪そうな笑みを浮かべた。

（この目……健ちゃんは本気だ……！）

　迫られているのは一緒だけれど、昨日とは雰囲気がまるで違う。

　強引で男っぽくて、獲物を仕留めるハンターみたいな、鋭い目つきで真理を見ている。

　熱い視線を受け、下腹部はますます濡れていくが、もう流されるわけにはいかない。

「やめて。離して」

　じたばたと手足をばたつかせ、真理はゆるい拘束から逃れようとした。

「おいおい、それで抵抗しているつもりかよ」

　くすりと笑われ、真理はいたたまれない気持ちになった。

　逃げる隙ならいくらでもあると分かっていた。

　それなのに……激しい抵抗はできなかった。

（私は健ちゃんに試されてる……）

　だめだとわかっているのに、体に本気の力が入らない。

　肩を掴む彼の手にさえ、ときめきを感じてしまっている。

「……俺が嫌いか？」

　唐突にそう尋ねられ真理は思わず両目を見開いた。

「そんなわけないよ」

　誤解されまいと、語気を強めれば、

「そうか」

　健人はふっと微笑んだ。

「それじゃさ……１分間だけじっとしてて」

「え……？」

「それだったらいいだろ。な？」

　動きを止めることで、真理は同意の意を表す。

　おどおどと彼を見上げながら、昨日された一部始終が頭を巡り、真理の体はじん、としびれ肌が粟立つ。

　端正な顔が近づいてきて、真理は思わず形のいい唇に見とれた。

　唇に彼の濡れた唇が触れた時、全身から力が一気に抜けていく。

　思わず開いてしまった唇に、長い舌が差し入れられる。

　すぐに舌先をきつく吸い上げられ、胸の鼓動が早くなる。

　キスの味を覚えたのは最近なのに、もう自ら口を開いて彼の舌を受け入れている。

　素直な態度に励まされたか、くちづけはさらに深まった。

　痛いほど舌をしゃぶられて、ときめきが止まらない。

　もう１分なんてとっくに過ぎているが、吸い上げは終わらず、真理は健人の思惑にやっと気がつく。

（私に言い訳をくれたんだ……きっと、そうだよ……）

　彼の気持ちが嬉しくて、真理はますますキスに没頭した。

　やがて健人の手がブラウスの裾から入ってきて、真理は、はっと我に返る。

　大きな手のひらが真理の背中を撫で回し、全身の肌が粟立った。

「も、もう、これ以上はだめだよ。健ちゃん」

　誰か人が来るかもしれない。こんなところを見られてしまったら、言い訳が立たない。

「大丈夫だって」

　健人は楽しげに汗ばんだ背中に触れていく。

「なんでそんな適当なこと……健ちゃんは社長なんだよ？　誰かに見られたら私より大変なことになっちゃうでしょ」

「昼間はめったに人が来ないの、お前だって知ってるだろ」

　確かに健人の言うとおりだが、真理が気にしているのはそこじゃない。

「お前さ、体からすごくいい匂いがしてるの気づいてる？」

「え……？」

　真理は耳たぶの裏まで赤くした。

「気づいてるって顔だな」

　ニヤリと笑われ涙ぐむ。

　彼の言っていることは本当だと、自分が一番わかっている。

「その顔……そそる……もう我慢できないわ」

　再び口が塞がれた。

　もごもごと暴れるが、健人はさらに激しく唇を吸い、激しいキスであやしながら白い肌にいやらしい愛撫を施していく。

（どうしよう……気持ちがよくてたまらないよ……）

　もうだめだ。

　優しいとさえ言える指先の動きと、唇に差し入れられた舌の蠢きに翻弄され、頭の中がぐちゃぐちゃになってしまう。

　唾液の糸を引きながら唇が離れ、二人は至近距離で見つめ合った。

　情欲の炎が彼の瞳の奥で燃えている気がする。真理の体も、この上なく昂ぶっていた。

「するぞ」

　思わずこくんと頷いてしまい、そんな自分に心の底から驚いた。

　ゆっくりとボタンが外されて白いブラがあらわになる。

　ここでだめだと言わなければ、取り返しがつかない事になると、わかっているのに……。

　どうしても口にできなくて。

「なんか、信じられないな。お前のこと、赤ちゃんの頃から知ってるんだぜ」

　殊勝なことを言いながら、健人は丸い膨らみに片手を添えた。

「昔のことなんて思い出さないでよ……」

　恨めしげにそう言うと、真理は上目遣いに彼を睨む。

「そうだな。過去は過去だ……」

　意味深な言葉にドキッとして、思わずその意味を問い返そうとするが、思いとどまった。

　手のひらが乳房を揉み込む。

　どくんと心臓が大きく跳ね、それはきっと彼にも伝わったと思う。

　長く繊細な指先が薄桃色の乳首を、円を描くようにして揉み込んでいく。

「ん……ふ……くっ」

　じんわりとした快感が、触れられている箇所から身体全体へと広がって、真理は羞恥心に身悶えた。

　手慣れた彼のキスと愛撫に、体がしっとりと汗ばんで、もう、どうしていいか分からない。

　大きな手のひらが、赤らんだ乳房を揉み、固くなった先端を押しつぶす。

「ん……んんん」

　肌を這い回る指の感触に、全身がぞくりと激しく震えた。

　胸の先を柔らかく抉られて、下腹部が一気に熱くなる。

　なんてはしたないことをしているんだろう。

　自分がこんなに流されやすいタイプだったなんて……。

　薄目を開けて彼を見る。

　野生動物のような凶暴な目の色に見据えられ、なぜこの危険な匂いに、長く気付かなかったのかと不思議に思う。

　ブラウスの前立てが大きく左右に開かれ、薄いブラに包まれた胸を剥き出しにされた。

　乳首がぴん、と天井を向く。

　片足をぐいと持ち上げられた。

　濡れた秘裂がじゅるん、といやらしい音を立てて、下腹部から愛液が溢れる。

「もうこんなに……マジかよ。お前、すごいな」

　心からの感嘆の声が、健人の口から飛び出した。

「……言わないでよ」

　真理は悔しげに唇を噛みしめ、訴えるような目で彼を見上げた。

「興奮するな」

　健人は荒い息を吐く。

　長い指が内部に突き立てられた。鋭い痛みが全身を走り抜け、真理は体を淫らに震わせる。

「ああ……お願い……」

「その声、すごく興奮する」

　下着が一気に太ももまで下ろされ、スラックスから抜き出された屹立が、濡れそぼった箇所に突き刺された。

　と同時にくちびるが奪われ、体の芯が熱くなる。

　薄桃色の花びらが、異物を拒むかのように入り口を閉じる。

　蕩けかけていた体が、緊張に強張った。

「や……だ……やっぱり……無理……」

「真理、力を抜け」

　切なげな声に名前を呼ばれ、熱く滾ったものが、真理の秘められた箇所に押し当てられた。想像を絶する硬さと太さに、真理の体は竦みあがる。

「や……怖いよ……」

「痛いのは最初だけだ。うんと気持ちよくさせてやる。だから、な？」

「健ちゃん……」

　グッと腰を引き寄せられ、体の中心を一気に貫かれる。

　凄まじい衝撃と痛みに、真理は思わず悲鳴をあげた。

「あ……あああ」

　想像を絶する痛みに、まぶたの裏が一瞬真っ白に染まる。

　下から突き上げられるように貫かれ、凄まじい直径がジリジリと奥に進んでくる。

「う……うう……」

　あまりの痛さに真理は一瞬、受け入れたことを後悔した。

　健人は動きを止め、真理の両手を己の首に巻きつかせた。

「捕まってろ」

　耳たぶに唇をつけ健人が囁く。

　真理は強い力で彼の首にしがみつく。

「行くぜ」

　掠れた声がそうつぶやき、激しい抽送に声がひきつる。

「あ…………あああっ……う……」

　痛みだけではない官能の渦が、子宮から全身に伝わってくる。

　健人が真理の頭に顎を乗せた。

「最後までするぞ」

　真理はその言葉に応えられず、ただひたすら彼の首筋に顔をうずめ、荒い息を吐いている。

「お前の中、すごくきつい」

　恍惚とした彼の言葉に、胸の内が熱くなる。

「……悪いな」

　健人は真理の体をきつく抱きしめ、激しい突き上げを開始した。

「うあ……ああ……は……」

　繋がった体が優しく揺られ、真理の体ははしたなくゆるんでいく。

「お前の中最高。俺のをすごく締め付けてくる」

　嬉しげな声に、真理の心臓はドキドキと早鐘を打ち始める。

　激しい彼の勢いに、乳房が上下に揺さぶられた。

「あ……うう……んん……」

　健人が赤らんだ胸を揉みしだく。次第に痛みが薄れてきた。

「ああ……や……」

　自信たっぷりな態度だけあって、確かに健人は手馴れていた。

（あ……どうしよう……気持ちが良い……）

　ずん、と内部をえぐられる度、膣から愛液が流れ出し、すさまじい快感に、子宮が一気に押し上げられる。

　乳首がぷっくりと膨らんで、体が潤っていく。たくましい楔に体の中心を串刺しにされ、真理は息も絶え絶えだった。

　一度抜かれた屹立が、角度を変えて突き入れられる。

　その衝撃で膣が勢いよく締まり、真理は思わず泣きそうになった。

「う……ううっ……は……んん」

　力強い押しあげに身を任せながら、真理はいつしか咽び泣いていた。

「う……はっ……くう……」

　あまりの気持ち良さに意識が焼き切れてしまいそうだ。

　喉がカラカラに渇いて、秘裂からは蜜の滴りが止まらない。

「好きだ」

　彼の声が聞こえた気がしたが、あまりにも至近距離で確信が持てない。

　律動は次第に激しくなり、反比例して痛みが薄れていく。

　立ったまま激しく揺さぶられ、真理は何度も甘い喘ぎを漏らし続けた。






「お先に失礼します！」

　終業の時間になると、真理は周囲の人に頭を下げ立ち上がった。

「あら、早いのね」

　先輩ＯＬが声をかけてくる。

「ちょっと用事がありまして」

　健人と顔を合わせたくなくて、真理は小走りにフロアを飛び出した。

　定時を過ぎたばかりで廊下にはまだ人がいない。真理はため息をつくと暗い顔で俯いた。

　悩みの原因はもちろん健人だ。

（なんだか泥沼にはまってる気がする……私、明日からどんな顔で会社に来ればいいんだろ……）

　真理は自分のことを、モラリストだと思っている。

　25年間誰とも付き合わず、不毛な片思いを続けていたぐらいだから、恋愛に関しても超奥手だ。

　それなのに、社長である健人に会議室で抱かれてしまった。

　獣のように求め合い、１時を少し過ぎた頃にやっと解放してもらったのだ。

　大人の階段を一気に駆け上り、高いハードルをぽん、と飛び越え、結果的に相当な悪女になってしまった気がする。

（そもそも健ちゃんは、失恋を慰めてくれてたんだよね……効果絶大……ハジメちゃんのことは、もう、遠い彼方だもの）

　ぼーっとしながらエレベーターのボタンを押す。

（25年間の片思いが、こんな形になるなんて……あっけないな……）

　真理は再びため息をつき、やってきたエレベーターに乗り込んだ。

　薄情と言うか現金と言うか、とにかく、そんな自分にがっかりだ。

　と、閉まりかけのドアにがっと誰かの手のひらが差し込まれ、エレベーターの中に逞しい身体が割り込んでくる。

　健人だった。

　ぶるりと真理の体が震える。

　鋭い目が真理を見据え、熱い手が真理の手のひらを握りしめる。

「ちょ……」

　真理は慌てて手を振りほどこうとしたが、逆に強く握りこまれてしまう。

　健人は色のない声でこう言った。

「誰もいないし、手くらい、いいだろ」

　昼間、もっとすごいことしたんだから、という心の声をキャッチした気がして、真理はうつむいた。

　恥ずかしくて何も言えない。早く下に着いてほしいような、もっとこうしていたような、複雑な感情が胸の内に芽生える。

「なあ、体大丈夫？」

　しれっとした顔でそう言われ、真理は顔を赤くした。

「大丈夫です」

　本当はまだ腰が痛かったけど、そんなこと絶対に口にできない。

「よかった。だいぶ無理させたからな」

　健人はほっとしたようだった。

（本当にそう思ってるのかな……？）

　堂々とした態度に疑問が浮かぶ。

　迫ってきたのは健人なのに、自分だけがあわあわしていて、ちょっと悔しい。

「今晩つきあえよ。お詫びのしるしに夕食を奢るから」

　横に並んだ健人が迷いのない声でそう言った。

「予定があります」

「キャンセルしろ」

　にべのないセリフに心臓がドキンと跳ね上がる。本当は予定などないと、健人は多分わかっている。

　だから行動に躊躇がない。

（どうしよう……気まずい）

　もじもじと顔を赤らめながら真理はうつむく。

　長い間、兄のように慕っていた相手に、こんなにも胸がときめくなんて……。

　結局、ロックオンされたまま地下駐車場に行き、助手席のドアを開けられた。

「あのね……」

　駐車場ならプライベートモードでもいいだろうと判断し、真理は強引な態度を咎めようと、拳を握る。

　しかし、

「乗って」

「……はい」

　健人の眼力に抗えず、真理は助手席に乗り込んだ。

　運転席に健人が座り、車はゆっくりと駐車場を出る。

　彼の体温の気配を感じ、右腕が火傷しそうなほど熱い。なんだかとことん流されている。体だけじゃなく心まで。

「どこに行くの？」

　しばらく行くと、少し鼓動が落ち着いてきて、真理は不安げな眼差しで健人に尋ねた。

「ホテルだよ」

「え……？」

　驚いて真っ赤になる真理の顔をちらりと見て、健人は吹き出した。

「あはは。なんて顔してんだ」

「だって……」

「ふふん」

　不敵な笑みにからかわれたのだと知り、真理はますます顔を赤くする。

「……ホテルはホテルだけど、初心者を一日二度も襲うほど、盛ってないから安心しろ」

　長い手が伸びてきて、真理の頭をくしゃくしゃと撫でる。

「……意地悪」

　真理は恨めしげに健人を睨んだ。

「お前がかわいいからいじめたくなるの」

　乱された髪を直しながら、真理は俯いた。

　わざと動揺させて楽しむなんて、相当趣味が悪いと思う。

　しかし揶揄する態度にさえ胸が震えて、そんな自分が情けない。

「さてと。到着」

　そう言われて顔をあげると、車はホテルランスルーリドの駐車場に下りていくところだった。

「ここって……」

　思い出の場所に連れてこられて、真理は大きく目を見開いた。

「そ。３年前に来ただろ。就職祝いに」

「……うん。確か最上階のレストランだったよね」

　当時のことをありありと思い出し、真理は思わず微笑んだ。

　就活中、面接で落とされまくっていた真理を、事務員として雇ってくれた健人。

「うち、理数系の人材が弱くってさ。お前、暇なら手伝ってくれよ」

　そんな言葉を真に受けて入社してみれば、理数系なんて社内にゴロゴロいて。

　それがコネ入社に引け目を感じないようにしてくれた、彼一流の優しさだと気がついたのは、しばらく経った頃だった。

「懐かしいな……」

　ぽろりと真理はつぶやいた。

（そういえば短大に入学した時も、一緒にいたのは健ちゃんだった……ハジメちゃんじゃなくて……）

　ドキンと心臓が大きく跳ねる。

　さっきからドキドキしていたけれど、その胸の動きは、それまでとは違う、ひときわ大きなものだった。

（この気持ちはなんだろう）

　真理は一人考え込んだ。






　ハプニングなど何もなかったかのように、高級レストランでの食事が始まった。

　ただ普通に食事をしているだけなのに、あちこちから女性客の視線が飛んでくる。

　その目はどれも真理を通り越して、健人に向けられていた。

（どこにいても健ちゃんは目立つな……やっぱりかっこいいもんね……）

　そんなことを思いながら、まじまじと目の前にいる健人を見る。

『ねえ、嵐山先輩と一緒にいて緊張しない？』

　今まで何度となく言われた言葉が脳裏に浮かんだ。

　笑い飛ばしていたその言葉の意味が、この期に及んでやっとわかった。

　すごくすごく緊張する。

　周りの人は自分たちをどんな関係に見ているんだろうとか、とか、さっき髪の毛をいじられたけど、崩れてないだろうかとか、些細なことが気になって仕方ない。

（……ああ、だめだ。健ちゃんの術中にはまってる……）

　食事は美味しいはずなのに、味がちっともわからない。

　気がつけば優雅な手つきで食事をする、健人のテーブルマナーに見とれている始末だ。

「兄貴のやつ、結婚式にお前を呼ぶ気らしい。どうする？」

　食後のコーヒーが運ばれてくると、健人がそう尋ねてきた。

「もちろん行くよ……どうして？」

　きょとんとして答える真理を、健人は不思議そうな顔で眺めた。

「……辛くないのか？」

　健人が何を気遣ってくれているのかやっと分かり、真理は慌てて姿勢を正す。

「もう……全然……大丈夫！」

「そうか」

　健人はうなずく。

（ああ……ちっとも会話が弾まない）

　真理はがっくりとうなだれた。考えてみたら当然である。

（健ちゃんはどうして私を誘ったのかな）

　そう。

　彼の目的がわからないので、さっきからずっと、胸の内がもやもやしている。

　健人は真理の顔を凝視し、口の端を指差した。

「ソースがついてる」

「え？」

「ここ」
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　長く繊細な指先が口の端に触れ、ソースが拭われる。

「……ありがとう」

　ドギマギしながらお礼を言えば、健人は優しげに目を細めた。

　その表情を見ているとなぜだか急に胸がとても切なくなって、真理はおずおずと健人に尋ねる。

「私がハジメちゃんを好きだってこと、やっぱり空港で気がついたの？　記念すべき一回目の告白、見られちゃったもんね」

　健人はカップを置くと首を振った。

「いや、それよりずっと前から気づいてた。お前、ガキの頃から兄貴ばっか見てただろ」

「それは……」

「分かるんだよ。だってさ、俺は……ずっとお前を見てたから。二人が付き合うならうまくいってほしいと思ってた。お前が幸せになれるんなら、それでいいと思ってた」

　そういえば健人に励まされ、恋の舞台に上がる気でいたことを、真理は今更ながら思い出す。

（そうよ。健ちゃんは私とハジメちゃんを応援してくれていた……）

　チクリと胸に鋭い矢が突き刺さったような痛みが走り、真理は瞳をゆらめかせる。

　健人は真剣な顔で話を続けた。

「……けどさ、もう遠慮はしない。お前が好きだ。ずっと前から好きだった。お前も俺を好きになれよ。絶対後悔はさせないから」

　たたみかけられるように言われた彼の言葉。

　あまりにも突然で、意外すぎて、すぐにはその意味がわからなかった。

　遅れて理解した後も、聞き違いかと思って彼の目をまじまじと見たが、瞳の中のどこにもからかうような色はみえなくて……真理はただひたすら絶句する。

「そんな」

　驚きに瞬きもできず、時間が止まってしまった気がした。

　動揺のあまり彼の顔の輪郭が、ゆらゆらと揺れはじめ、胸の鼓動はさらに高まった。

「真理？」

　心配そうに顔を覗き込まれ、真理は息を止めていたことにやっと気づいた。

「ふ……はあっ……」

　酸欠になる寸前に深呼吸をして咳き込むと、健人は

「何やってんのお前」

　と呆れたように言い、弾かれたように笑い出す。

「あはは」

「ちょっ……受けないでよ」

　茹でだこみたいに顔を赤くし、真理はムキになって健人に言った。

「や、反応があんまりかわいいから……なんかツボで……」

　ひとしきり笑った後、健人の目が愛しげに細められる。

「お前って時々信じられないくらい、きょどるんだよな……昔からそうだった。そういうところが……好きだった」

　優しい眼差しに、胸の中が熱くなる。健人とは長い長い時を過ごしてきた……。

　それなのに全然気がつかなかった。

　こんなに熱い眼差しで見つめられていたなんて。

「何時から……そんなふうに思ってくれてたの？」

　ドキドキしながら真理は尋ねた。

「さあな。昔過ぎて覚えてない」

「……気づかなかったよ」

　とまどいながらも本音を言う。

「お前はさ、鈍感なんだよ」

　彼が真理の手を握る。

　思わずふり解こうとしたが、余計に強く握られてしまい、手の甲が火傷したみたいに熱くなる。

「俺じゃだめか？」

　喉から絞り出すような掠れ声。

　彼の親指が手の甲をざらりと撫で、すかさず下腹部が収縮した。

　彼から与えられる刺激で、体のあちこちが反応する。このままではだめな女になってしまいそうだ。

「ごめんなさい」

　真理はゆっくりと頭を下げた。

　健人に怯む気配はなく、手のひらはさらに強く握りこまれた。

「兄貴のことがまだ好きか？」

　真理は首を左右に振った。

「じゃあどうして」

「……ハジメちゃんがだめだったからって、次は健ちゃんなんて簡単に考えられないよ……そんなにうまく切り替えられない……」

　そんなことをしたら、自分で自分がきっと許せなくなる。

「そんなに難しく考えることない」

「……無理だよ。できない」

「……お前らしいな」

　深刻な表情で彼は尋ねる。

「俺が嫌いか？」

　昼間と同じ問いかけが投げかけられる。

「そんなわけない！」

　真理は語気を強めて顔を上げた。

「……よかった」

　健人はほっこりとした笑みを浮かべた。

　その笑顔にほっとして、思わず真理も笑顔になる。

「じゃあ、俺にチャンスをくれ」

「チャンス？」

「ああ。それくらいいいだろう？」

　色っぽい目で見上げられ、思わずこくりと頷いてしまう。

　健人は破顔した。

「よし。じゃあ早速だが、明日、デートしようぜ」

　明日は土曜で会社はお休みだ。

「デート？」

　今まで縁のなかった単語に、真理は瞳を瞬かせた。

「一度は俺にちゃんと口説かせろ……それでだめだったら諦めるから」

　健人は意味深な視線を真理に送り、華奢な手を恭しく持ち上げると、手の甲にそっとくちづけた。

　まるでお姫を前にしたような仕草に、あっけなく体の芯が蕩けてしまう。

　心臓の鳴り響く音が、フロアに広がっていくような気がして、真理は思わず俯いた。






　ほとんど眠れないまま、翌日になり、待ち合わせの時間が近づいてきた。

　クローゼットの中からありったけの服をベッドに並べ、真理は鏡の前でファッションショーを繰り広げる。

　ハジメが帰ってきた時も服装に気を使ったが、その時以上の気合いの入れように、自分でも呆れてしまう。

（……健ちゃんは目立つから……足を引っ張らないようにしなきゃ……）

　おしゃれの言い訳を、頭の中であれこれ考えているとスマートフォンがなった。

　健人からかと思いきや、モニターに表示されているのは、意外な人の名前だった。

「もしもし？　ハジメちゃん？」

　彼から電話をもらうのは、初めてで、何か事故でもあったのではと不安になる。

　果たして、死にそうな声が聞こえてきた。

「真理……お……はよ……」

「ど、どうしたの？　なにかあった!?」

　怒鳴るようにして尋ねれば、

「今から……会えないか？」

　弱々しい声がそう続けた。

「え？　どうして？」

「聞いてほしいことがあるんだ……その……電話でちょっと言いにくいことで」

　ハジメが真理に頼るなんて、よっぽどの非常事態なのだろう。

　真理はちらりと時計を見た。

　約束の時間まで１時間ある。

　もし話が長引いたとしても、その時は待ち合わせを嵐山家に変更してもらえばいい。

　何よりも、尋常でない様子のハジメを放っておけない。

「分かった。いいよ」

「よかった。今、北口町公園にいるんだ」

「え？　公園って……」

「ベンチに座って待ってるから。じゃ」

「ハジメちゃん……あ……」

　ツーツーツー。

　一方的に通話が終わる。

（どうしたんだろ。ハジメちゃん……）

　嫌な予感が胸の中に広がっていく。

　真理は大急ぎで公園に向かった。






　公園のベンチにポツンと座っているハジメからは、生気が跡形もなく失われていた。

　髪の毛には爆発したみたいなひどい寝癖がついていて、顔色も悪い。

　いつもはピンと伸びている背中が丸まっている。

　明らかに意気消沈している彼の様子に不安が募る。

　近寄るとハジメは頭を上げ、弱々しく微笑んだ。

「急に呼び出してごめん。実は昨日……小夜子との婚約を解消した」

　前置きもなくそう言われ、真理はまじまじとハジメの顔を覗き込んだ。

「えっと、どうして……？」

「俺、騙されてた。小夜子、妊娠してなかったんだ」

「え……？」

　妊娠の話など初耳である。

　真理は両目を丸くした。

「できちゃった結婚だったの？」

「言わなかったっけ」

「うん……」

　真理は小夜子のスリムな体を脳裏に浮かべた。

「……妊娠してるようには見えなかったね」

「当然だよ。実際してないんだから」

　ハジメは吐き捨てるようにそう言うと語り始めた。

「俺さ、学生時代は色々あったけど、就職してからは教師の仕事が楽しくて、あんまり恋愛とかぴんと来なかったんだ。けど小夜子には何度も付き合ってくれって迫られて……そのうち妊娠したって言われて、俺、子供好きだから舞い上がっちゃったんだ。で、結婚を決めたんだけど、昨日、嘘だったってカミングアウトされて……頭の中が真っ白になった」

　ハジメは何かに取り憑かれたような素早い動きで真理の手を握った。

「ハジメちゃん……」

「やっぱり俺、真理が好きみたい」

　薄い唇から溢れでたのは、思いもよらない言葉だった。

「な、な、な、なんでそうなるのよ……」

　想像外の告白に、心臓が大きく跳ね上がり、思わずいつもよりトーンの高い声を上げてしまう。

「こんなことがあってさ、俺、やっと気がついたんだ。俺が本気で好きなのは真理だったって」

「ちょっと待ってよ」

　あまりにも突飛な展開に、理解が全くついてこない。

「今更そんなこと言われても困る……ハジメちゃんには小夜子さんがいるでしょ」

「だから別れたんだって」

　ハジメはまっすぐに真理の目を見つめてきた。

「今日から俺と付き合おうよ。真理は俺のことが好きだろう？」

　自信たっぷりな表情のハジメとは裏腹に、真理の顔は青ざめていく。

　頭から水をかけられたような気がして、真理は険しい表情で問い返す。

「気がついてたの？」

「まあね」

　ハジメは頷いた。

「空港で告白してくれたじゃないか。あれはすごく嬉しかったなあ」

　能天気な声。

　ハジメは真理が衝撃を受けていることに全然気がついていないらしい。

　真理の両目が左右に揺れた。

「私の気持ち知ってて……知らんぷりしてたの……？　ハジメちゃん」

　怒気を含んだ声を受け、ハジメの顔色がほんの少し変わった。

「……知らんぷりしてたわけじゃない。ただいろいろ……タイミングが悪くて」

「そんなのずるいよ……ひどいよ」

「ごめん……でも今日からちゃんと考えるから」

　ハジメはにっこりと微笑んだ。

（……そんなに深く考えてないんだろうな……こういうとこ、健ちゃんとは全然違う……健ちゃんは、一番に私のこと考えてくれるもの……）

　そう思った瞬間、立ち込めていた霧が晴れるかのように、抑え込んでいた感情が浮き彫りになってきた。

　そうだ。なぜ気が付かなかったのだろう。

　この間から考え続けているのは、健人のことばかりで、その理由が不思議でたまらなかったけれど、とても簡単なことだった。

　自分にもっと素直になれば、すぐにわかることだった。

「私ね、ハジメちゃんとは付き合えない。好きな人がいるの……」

　真理はきっぱりとハジメに告げた。

「それってもしかして健人のこと？」

　すかさずそう尋ねられ、真理は一瞬たじろいだ。しかしすぐにこくりと頷く。

「健ちゃんはね、私がハジメちゃんを好きだって知ってて、それでもずっと思っててくれたんだよ……私は全然気がつかなかったのに……ずっとずっと思っててくれた」

　語っているうちに健人の自分に対する深い思いが胸に迫り、熱いものがこみ上げてくる。

　ここでハジメと対峙していることに罪悪感を覚え、真理は立ち上がった。

「もうすぐ健ちゃんが迎えに来るの……だから帰らなきゃ」

　ハジメも遅れて立ち上がり、すがるような目で真理を見下ろしてくる。

「もう本当に俺との可能性はない？」

　真理は頷く。

「今、小夜子さんはどうしてるの？」

「多分荷物をまとめてるよ」

「そうなんだ」

　真理は改めてハジメに向き直った。

「恋愛偏差値０の私がこういうのも変なんだけど……もう一度小夜子さんと話してみて。嘘をつかれたのは確かに嫌だけど、一度は結婚を決めた人でしょ？　出会いは大切にしたほうがいいよ……」

「真理……」

　真理に向けられていたハジメの視線が、ふっ、と上がる。

「ん？」

　つられてそちらを向こうとしたが、次の瞬間、真理はハジメの胸に抱きしめられていて、ままならない。

「ハジメちゃん……？」

　真っ赤になりながら、彼の胸に両手を当てて押しのけようとするが、彼は細身の割に力が強く身動きが取れない。

「……お願いだ。少しの間だけこうさせてて」

　切羽詰まった声が耳元に流し込まれる。

「ハジメちゃん……」

「ほんの少しだけでいい……そうしたらまた、幼馴染みの兄貴に戻るよ」

　衣服越しに彼の鼓動が聞こえてきて、真理の体へと伝わってくる。

　ずっと大好きだった人。

　数日前にこうされたら、どんなに嬉しかったことだろう。

　しかし今は戸惑うばかりだ。

　ハジメが苦しんでいるのは分かるけれど、今自分の頭にあるのは、別な人である。

　ハジメの気持ちに寄り添うことはできない。

「ごめんなさい……」

　真理はそっと体を離した。

「真理の胸、ドキドキしてたよ。まだ、俺のこと好きなんじゃないの？」

　冗談めかした問いかけに、真理は首を横に振る。

「スキンシップに反応しただけ……私、そういうのに弱いみたいなんだ」

　ハジメの顔が悲しげに歪む。

　かつて好きだった人の辛そうな様子に、真理の胸も切なく軋んだ。

　しかし、どうすることも出来ない。自分の心に嘘はつけない。

「じゃあ行くね。さよなら。ハジメちゃん」

　真理はくるりと彼に背中を向け、小走りに家へと戻っていった。






　車で迎えに来た健人は、あからさまに機嫌が悪かった。

「あの……なんだか元気がない？」

　ほんの数分前、兄に告げた言葉を、運転席の健人にも投げかけると、

「まあな」

　意味ありげな視線とともに、含みのある返事が返ってきた。

「どうしたの？」

「……自分の胸に手を当てて聞いてみれば」

　運転席から、緊張がピリピリと伝わって来る。真理は素直に胸に手を当てて……。

　そしてピンときた。

「もしかして……さっき……ハジメちゃんと一緒にいたの、見てた？」

　端正な顔に憂いの表情が浮かぶ。

「ああ……そうだよ」

　真理は蒼ざめた。そういえば、あのとき、ハジメの視線が自分じゃないどこかに向けられていた。

（ハジメちゃんは健ちゃんに気がついてたのかな……私は急に抱きしめたのは、もしかして、健ちゃんに見せつけるため？）

　言い訳をしなければ、と思うものの、ドキドキして言葉が出てこない。

　気詰まりな沈黙が落ちる。

「くそっ。デートは中止だ」

　おもむろに健人は叫ぶとハンドルを大きく右に切った。

　急速なＵターンにキーッとタイヤの擦れる音がする。

「どこに行くの？」

「俺のマンション」

「あのね、健ちゃん」

「言い訳なら後で聞く」

　取り付く島のない様子に、真理は仕方なく口をつぐむ。

　うつむくと、オーガンジーのフェミニンなスカートが目に入った。

　公園から戻った後、チョイスした、自分の持っている中で一番女らしいお気に入りのスカートだ。

（せっかくのデートだったのに……まさかこんなことになっちゃうなんて……）

　真理は心の中でため息をついた。






　健人のマンションは、セレブ御用達としてよくメディアで流れる、40階建ての高層ビルだった。

「健ちゃんってこんなところに住んでいたんだね」

　エントランスに立ち、真理は興味深げに周囲を見回した。

　健人は無言だ。

（怒ってる……）

　真理はしょんぼりと肩を落とす。

　ちん、と音を立ててエレベーターのドアが開いた。

　エレベーターが浮上を始めた瞬間、目の前に彼の体が覆いかぶさってきて、強引に唇を奪われた。

「ん……んん……」

　吐息ごと奪われるような激しいキス。突然のことに首をのけぞらせて抵抗すれば、頬に手のひらが添えられて強引に顔を上向かされてしまう。

　舌が強く吸い上げられ、たっぷりとした唾液が流し込まれた。

　たくみなキスに酩酊したような気持ちになるが、同時に彼の怒りを感じ、体がこわばってしまう。

　さっきの状況をどう説明するべきか、ときめきを感じながらも思い巡らしていた。

　健人にとってハジメは大切な兄である。

　二人の仲を自分のせいなんかで壊したくない。






　偶然にもエレベーターに乗り込んでくる人はなく、キスは長く続けられた。

　濡れそぼった長い舌が己の舌に絡みつく。

　ぬるついた感触にゾクゾクして、あっけなく体が弛緩してしまう。

　チンと音がしてエレベーターのドアが開く。

　息が乱れてぐったりとした真理の体を、抱きかかえるようにして健人は廊下を歩いた。






「いい部屋だね。広くていかにも社長の家って感じ」

　全面ガラスの窓から見える、青い空を眺めながら真理はおずおずと話しかけた。

　こんなに長い付き合いなのに、マンションに来るのは初めてで、足を踏み入れた瞬間からありえないくらいドキドキしていた。

　家族が階下にいた真理の部屋や、会社の中でさえ彼は真理を抱こうとした。

　こんなところに二人でいると何をされるか分からない。

　それでも逃げようという気にはならなかった。

　できるだけ穏便に、ハジメとの誤解を解いてしまいたい。

　その一心だった。

　健人の顔はとても険しく、今までとは全然違っていた。

「外、見ていいかな」

　作り笑いを浮かべながらそう言うと、

「ああ」

　やっと健人は答えてくれた。

　真理はベランダに出て、高所から見える都会の街並みを眺めた。

「景色がいいところだね」

　そう言って振り向こうとした時、いきなり後ろからハグされた。

「健ちゃん」

　ドキッとして肩をすくめれば、健人は両手をクロスしてさらに強く真理を抱きしめ、小さな耳たぶにくちづけてくる。ドキドキしすぎて胸が痛い。

　さっきハジメに抱きしめられた時とは、受ける感覚が全然違っていた。

「俺ってさ、お前の幸せを一番に考えてると思ってた……お前が幸せになるんなら、なんでも許せるって思ってた……けど気のせいだったみたいだわ」

　抱きしめる腕に熱がこもる。

「一度触れてしまったら中毒みたいに止められない……俺って実は束縛心の強いエゴイストだったってやっと気づいた」

「そんなことないよ。健ちゃんは、すごく私のこと思ってくれてて」

　真理の声はせわしない声にかき消される。

「兄貴と一緒にいるお前を見たとき、気が狂いそうなほど嫉妬した……お前まだ、兄貴のことが好きだったんだな……俺はてっきり……」

　低いトーンの声に含まれた深い悲しみに気がついて、真理は肩を震わせる。

（健ちゃんはハジメちゃんが迷ってること知らないんだ……だから私が迫ったって思ってる……）

　想像以上にひどい誤解を受けて、真理は焦った。

　早く誤解を解かねばと思うものの、正直に打ち明ければハジメのプライドを傷つけることになり、うまい言葉が見つからない。

「おととい、俺はお前にだめ元でアタックしろって言った……余裕ぶって……笑っちまうよな」

　そして健人はきっぱりと言った。

「……前言撤回だ。お前は誰にも渡さない。たとえお前が兄貴を好きでも……俺は……お前を……」

　言葉に詰まる健人を見て、真理は瞼を瞬かせる。

　くるりと体が返されて、ひょい、と体が持ち上げられる。

「や……な、なに……」

　お真理抱っこで部屋の中へと運ばれて、真理の心拍数は上がっていく。

　彼の顔を上目遣いに見た。

　整いきった顔に、かつてないほど険しい表情が浮かんでいて、真理の胸に絶望が走る。

　公園でハジメに抱きしめられた時、自分はどんな顔をしていただろうか。

　物欲しげに見えたのだろうか。

　スキンシップへの耐性のなさは自覚している。

　しかし、ハジメに抱きしめられたことでやっと、健人への本当の気持ちに気づくことができたのに。

　健人は肩で木製ドアを押し開け、ベッドルームへと真理を運んだ。

　キングサイズのダブルベッドが視界に入り、条件反射のように体が震える。

　彼への思いは確立されていたが、なし崩し的に抱かれる前に、まずは疑惑を解かなければ。

「あのね……違うの……んん」

　広いベッドに真理を横たえると、健人は強引に唇を奪った。

「んんっ……」

　唇はすぐに離れていき、健人は真理の体をまたぐようにしてベッドに上がると、己のシャツのボタンを外した。真理は両目を大きく見開いて健人を見上げる。

　部屋中に彼の匂いが立ち込めていて、それだけでこの上なくドキドキする。

　ボタンを全て外すと、健人は躊躇なくそれを脱ぎ捨てた。

　鍛えられた逞しい体が露わになり、胸の鼓動がさらに高まる。

　熱い眼差しが真理の顔を凝視して、端正な顔が近づいてきた。

　怯えとともに期待がある。

　下腹部が早くも濡れていた。

　真理の両腕は大きく広げられ、ベッドの上に留められて、次の瞬間生温かい唇が押し付けられた。

　またあのめくるめく時間が始まるのだ。

　今までと明らかに違うのは、健人の態度に焦りが見られること。

　真理を憎んでいるかのような、性急な動きの舌使いに、真理は全身を震わせた。

　遮光カーテンが引かれた室内は、まるで夜のような雰囲気だった。

　激しいくちづけで真理を翻弄しながら、健人は真理のブラウスを脱がし、ブラを取り去った。

　白く丸みを帯びた乳房が、大きな手のひらで絞り上げるように揉み込まれた。

「ああ……はう……」

　まだ始まったばかりなのに、どうしようもなく体が火照る。

　彼の手のひらは汗ばんでいて、乳房に吸い付くようだった。

「健ちゃん」

「真理……好きだ」

　思いのこもった掠れ声。

　長く繊細な指先が、乳房の先端をくにくにと押しつぶした。

「ああ……や……ああ……」

　感じやすい薄桃色の突起が、男の指先に育てられ、ピンと天井を向いてそそり立つ。

　ふっくらとした親指が、乳首の側面や乳輪を丹念に撫で、突き出された健人の舌が、口の端から鎖骨までの間をペロリと舐め降ろしていく。

「ああ……ん……うっっ……」

　首に性感帯が集中していると、彼にキスされてやっと気付いた。

　その行為を止めようとしないのはどういうことなのか、理解してほしいと真理は思う。

「ン……ふう……うう……」

「いい声。そんな声を出されたら、うぬぼれちまうだろ」

　自嘲気味な声が鼓膜に流れ込んでくる。

　うぬぼれじゃなくてその通りだ。

　彼の愛撫に感じているのは、健人に男として心惹かれているためだ。

　しかしその気持ちは彼に全く伝わっていない。

　無理もないと思う。

　ハジメのことを目撃された上に、今までも流されて喘いでいる。

　その延長だと健人は思い込んでいるのだ。

「真理……お前のことがどうしようもなくかわいい……絶対誰にも渡したくない……兄貴にも」

　くぐもった声が聞こえてくる。

　こんな風に流されてしまうのは嫌だ。

　ちゃんと心を伝えたいのに、うまく頭が回らない。

　健人を好きになったと告げたいのに、ハジメのことを伏せた上で信じてもらえる自信がない。

　片方の乳首が舌先に転がされる。

「はあ……うう……」

　喘ぎ声にため息が混じる。切なさとときめきと両方が入り混じって、複雑な感情に翻弄され、頭の中がぐちゃぐちゃになってしまう。

　と、おもむろに健人の指が唇の中に押し入ってきた。

　わけがわからぬまま、真理はそれをしゃぶる。奇妙な行為を強いられて、官能が否応なしに追い上げられ、思考回路がうまく回らない。

　フレアスカートがたくし上げられ、ストッキングに包まれた太ももが徐々にあらわにされていく。

　意識が急速に、今この時に戻ってきた。

　まだショーツは見えていないが、もうあと少しの距離だ。こんなにゆっくりされているのは、真理を焦らしているのだろう。

　健人の指をしゃぶりながらも、真理の頬が羞恥に赤らむ。

　次第に健人の思惑にはまっている。始まった時余裕がなかったのは、むしろ健人の方なのに。

　指が抜かれ代わりに唇が押し当てられた。

「んんん……うっ……」

　入ってきた舌に自分のそれを絡めて応えると、さらにスカートがめくられて、小花模様のショーツがあらわになった。

「ん……んん」

　小さな三角形の布地がさらけ出され、ムッとするような女の匂いが部屋の中に漂う。

　今度のキスはとても優しく丹念で、真理の体は蕩けそうになっていく。

「う……ん……ふ……んん……」

　ストッキングが一気に下ろされた。ショーツのクロッチの部分から入ってきた指先が秘裂を貫く。

　唾液で湿った指先は、あっけなく肉をかき分けて内部を思う様乱した。

「ふあ……」

　唇を塞がれたまま真理はうめいた。

　秘裂に食い込んだ指の隙間から、愛液がたらたらと流れ出て太ももを汚す。

　彼の匂いしかしなかった部屋の中に、真理の淫靡な匂いが立ち込めていく。

　やさしいキスであやしながら、健人は指の愛撫を強めていき、可憐な模様のショーツはじりじりと、尻の割れ目に向かってよじれていく。

「う……くっ……」

　布地が割れ目に食い込んで、ジュクジュクとした疼きが全身に走る。

　絶え間ない淫らな水音におののきながら、大量の唾液を彼の唇に吸い取られ、真理は両手でシーツを掴んだ。

　下と上、両方の口に異物を食み、高ぶる熱を抑えられず、真理の腰は淫らにくねった。

　肉襞に突き刺された中指が、中でくい、と折り曲げられた。

「ううう……ふ……うう」

　今までとは違う箇所に刺激が与えられ、真理の背中は激しくしなる。

　やっと唇が解放され、真理ははぁはぁと荒い息を吐く。

　蜜口に差し込まれた指が増やされて、内部をえぐる、ずっずっといういやらしい音が鼓膜に響いた。

「あっ……はっ……ん……うっ……」

　気持ちがいい。

　赤らんだ頬と半開きになった唇、とろけそうな瞳が饒舌にそのことを語っている。

「覚えたてのセックスでこんなに感じてしまうなんて……お前は本当にたまらないな」

　感に堪えぬ、という風に彼はつぶやき、真理は激しく身悶える。

　蜜をかき出す指の動きが激しくなった。

「くっ……んん……ふ……う……」

　体の奥深くを弄られて、肌が赤く上気し、ピクピクと体が跳ねてしまう。

　彼の指に内側から暴かれ、愛液がたらたらと流れてくる。

「はっ……ああ……ん……うう」

　真理は真っ赤になって身悶えた。

　思いが通じ合っていると知っているのは自分だけ。

　彼はまだ何も知らない。

　それどころか、まだハジメが好きだと思い込んでいるのだ。

　だから乱れてしまう自分を、きっと、はしたないと思っているはずだ……。

　彼に軽蔑されるのは、たまらなく辛い。

　だから堪えようと思うのに、真理の上にのしかかる彼の重みと、体内を抉る指の動きに官能の炎が燃え上がる。

「はあ……うう……」

　彼に抱かれた時の記憶が蘇り、真理は顔を真っ赤にして喘ぎ声を噛み殺す。

　粘膜がみちみちと開かれて、愛液の量が増していく。

　蜜をたっぷり吸ったショーツが、ずるずると下ろされていく。

　片方ずつ足首から抜き去られ、体を隠すものは何もなくなった。

「かわいい体……兄貴には絶対渡さない」

　薄い恥毛に覆われた秘密の丘が、手のひら全体で撫でられる。

「う……うう……っく……」

　与えられる刺激に、蜜まみれの肉びらが引きつり、ヒクヒクと太ももが震えてしまう。

　さっきまで指でかき混ぜられていた内部が、いやらしい蠕動を始めていた。

　尻穴にまで愛液が流れ、体中が熱くてたまらない。

「お前のここ、花びらみたいだ……」

　陰唇の中央を指先で丹念に伸ばしながら、健人はつぶやく。

「ひ……うう……あ……う……」

　愛おしげな視線と、執拗な愛撫に晒されて、喘ぎ声が止まらない。

　健人が耳たぶをかりりと噛んだ。

　ビクンと背中を仰け反らせ、真理は体をくねらせた。

　首筋の辺りをやさしいキスで攻めながら、健人は下腹部を指先でゆっくり開いていく。

「はあ……ああ……んん……ああ……」

　粘着質な雫が長い指に掠め取られ、柔らかくほぐれた女の襞が、次なる刺激を期待している。

　健人は桃の形に似た尻たぶを両方の手でそっと開き、皺だらけの小穴に刺激を加えはじめた。

「ひあっ……うう……あああ」

　体をのけぞらせて真理は悶える。

　全身が汗まみれな上に、秘裂からはいやらしい蜜が溢れ、部屋中を甘い香りで満たしていく。

　淫らな吐息を吐く真理の顔を、両目を細めて眺めながら、健人は小声で囁きかけてきた。

「好きだ」

　自分もそうだと言いたかった。

　しかしあまりにも気持ちが良くて、何も言えない。

「……や……やあっ……ん」

　口から漏れるのは、淫らでいやらしい喘ぎ声だけ。

　くるりと体を返されてうつ伏せにされた。

　細い腰が持ち上げられ、お尻が高く男の目の前に突き出される。

　背後から濡れた秘裂に屹立が押し当てられ、馴らすように周辺をこすった。

「ああ……っ」

　肉襞が屹立を取り込もうと蠢き始める。

　自分でもその動きをはっきりと感じ、真理はなんていやらしい体なんだろう、と自分で自分を情けなく思った。

「欲しいか？」

　掠れた声で尋ねられ、こくりと頷く。

　マグマのように噴出する欲望を隠しきれない。ここで否定してみたところで、きっとすぐにばれてしまう。

「よし。いい子だ」

　膨れ上がった亀頭の先端が、ちょうどいい角度を見つけたらしく動きを止める。

　濡れそぼった蜜口へ、屹立が先端を潜り込ませた。

　ごく自然な動きで挿入が始まる。

「あ……ああん……はっ……んん……」

　柔襞が男の直径に広げられ、みちみちといやらしい音を立てた。

　まだ先しか入っていないのに、もうたまらなく気持ちがよくて、真理は首を激しく左右に振って快感をいなした。

「お前の中、すごく熱い……俺のを誘うように締め付けてる……」

「そんなこと……言わないで」

「……本当のことだろ」

　そう。彼の言うとおりだ。

　恥ずかしくてたまらないのに、肉の暴走は止めることができず、結合が深まるごとに真理の内部はいやらしい収縮を繰り返す。無意識に彼を締め付けている。

「あ……んふ……ん……ううっ……」

　頭の中が靄がかかったみたいにぼんやりとして、ただひたすら喘ぎ声だけが溢れてくる。

　か細い腰を両手でしっかりと支え、健人のものは真理の中心を抉っていく。

「くっ……ふ……ああう……うう」

　爪の先でシーツをひっかきながら、真理は熱に浮かされたように喘ぎ悶えた。

　濡れそぼった粘膜が、剛直を受けて開いていく。

「ああ……はっ……ああん……うう……」

　耳の裏まで赤くして、真理は激しくすすり泣いた。

　最奥まで突き上げられ、あまりの快感に体が震える。

「くっ……うう…………んん……」

　体内で彼のものが脈打っている。

　絶え間なく与えられる官能に、真理はいやらしく腰をくねらせた。

　胸の高ぶりが止まらない。

　まだ思いを告げてもいないのに……。

「もっと強くしてもいいか」

　熱を帯びた声で囁かれ、真理はびくびくと腰を跳ねさせながら頷いた。

「よし」

　ずん、と子宮口の入り口までを一気に貫き、健人は背後から真理の胸を揉みしだいた。

「は……ああ……うう……んん」

　乳房が激しく揉み込まれ、肉壁をいやらしくかき回される。

「ふ……く……ん」

　甘ったるい快感の波に責められて、瞳が次第に潤んでいく。

「いいのか？」

　激しいピストン運動を繰り返しながら健人は尋ねた。

「いい」

　頬をシーツに擦り付けながら、ため息混じりに真理は言った。

　その言葉に励まされてか、健人はさらに激しく腰を使い始めた。

「くっ……ううう……」

　凄まじい快感に肉壁が震え、真理は背中を激しく仰け反らせる。

　愉悦に膨らんだ子宮が、マグマのような熱を帯び始めた。

　一度抜かれた屹立が、再び違う角度で差し入れられる。

　頭から爪先までを、じっとりとした痺れが駆け抜けていく。

　蜜壁が健人の屹立をいやらしく包み込み、真理はしどけなく蕩けていく。

「今、どんな顔してる？」

　かすれた声が耳元に寄せられ、繋がったまま体を反転させられた。

　潤んだ瞳で見上げれば、健人はぐっと息を呑む。

「なんて顔してんだ……お前、かわいい」

　健人がそう言ってため息をつく。

　ぎゅっと全身を抱きしめられ、真理は健人の肩口に顔を埋めた。

　ぴったりと体をくっつけた状態で、ピストン運動が再開される。

　野太い茎が内部を激しく突き回す。

「ひぅ……うう……や……は……ん」

　与えられる快感に、花びらは次々に新たな蜜を宿し、健人の猛りきったものが真理の内部をドロドロに溶かしていく。

　唇がふさがれ、熱い舌が口の中に押し入ってきた。

　上と下の口を両方とも塞がれて、凄まじい快感が全身を襲い、秘玉がぶるりと痙攣する。

　押し寄せてくる官能の波に苛まれ、真理はとうとうすすり泣きを始めた。

「気持ちがいい……」

　思わず本音がポロリと溢れる。

「気持ちがいい……いい……いいの……」

「俺もだ。すごく……いい」

　彼の額に大粒の汗が浮いている。

　悦楽の波に彼も翻弄されているようだった。

　与えられる快感を全身で受け止めながら、ずちゃずちゃという交接の音とともに、新たな感覚が体の内に生じているのに真理は気が付く。

「変……」

　真理は息を飲んだ。

「どうした？」

「おなかの中が爆発しそう……こんなの初めて」

　最奥で何かがうごめいている。

「変だ……変だよ……」

　恐ろしくて真理は腰を引こうとした。

　しかし健人はそれを許さず、腰を両手で掴むと、結合をさらに深めてしまう。

「あ……だめ……」

「大丈夫だ」

　想像を絶する快感に苛まれ、全身の熱が子宮へと溜まって行く。

　きゅーっ、と内壁が軋んだ音を立て、心臓が爆発しそうなほどドキドキする。

「あ……ああ」

　泣き出しそうになりながら、健人の首筋に両手を回し、真理はいやらしい喘ぎ声を漏らし続けた。

「強く締め付けてくるのがたまらない……もう手放せない」

　健人の動きが穏やかなものへと変わっていく。

「あっ……ああう……」

　ふやけきった粘膜が、ズキズキと痛む。感覚の全てが何者かに支配され、真理の意識は飛びかけていた。

　ゆっくりとした動きだが、確実に深く突き上げられ、快感は灼熱の炎へと変わっていく。

　彼の睾丸が割れ目にあたり、その度に鈍い疼きがせり上がってくる。

「はっ……はあ……っ……あう……ん」

　子猫がミルクをねだる時のような、甘ったるい声に頬を赤らめながら、硬い切っ先に体の中心を串刺しにされ、真理はガクガクと震えた。

　自分の体が快感で出来た袋みたいに思えてきた。あまりにも気持ちいいことばかり連続でされて、彼の屹立の動きを追うことに、必死になってしまう。それ以外の事は何一つ考えられなくなってしまう。

　真理の動きに呼応して、体内にある健人のものが、熱い飛沫を迸らせる。

「……んん……うぅ……」

　生温かいものが撒き散らされ、それと同時に真理も絶頂を迎えた。

　ずるりと屹立が抜き出され、重い体が落ちてくる。

「……ごめん」

　耳元に彼の言葉が囁かれた。

　罪悪感に満ちた、とても辛そうな声だった。

　真理は快感の余韻に浸りながらも、放心したように、ただ天井に眺めていた。

















四話












「悪かった」

　気詰まりな沈黙が続く中、最初に口を開いたのは健人だった。彼はすっかりしょげていた。

「お前を応援するようなことを言ったくせに、いざとなると……俺って独占欲強すぎだよな。お前を咎める資格なんてないのにさ」

　謝罪する健人の横で、真理は深い後悔に見舞われていた。

　悪いのは自分の方なのに。

　さっさと気持ちを伝えなかったせいで、こんな事になってしまった。

　タイミングが悪かったとはいえ、ハジメから連絡があった時点で、もっと上手く立ち回ることだってできたはずだ。

　肩を落としている彼を見て、胸の中に熱いものがこみ上げてくる。

　この人を笑顔にしたいと心から思い……そして真理は首を傾げる。

（あれ……？　私、もしかして、今までどうでもいいことで悩んでたのかな……）

　確かに真理はずっとハジメが好きだった。

　それが今ではその弟にときめいている。

　調子良く鞍替えしたみたいでそんな自分が情けないと思っていたが、それのどこが悪いんだろう。

　恋なんて理屈でするもんじゃない。

　ハートがときめけば十分だ。

　過去なんて関係ない。

　今この瞬間、本気で健人を愛している。

　それさえ分かっていれば十分なのだ。

（私って馬鹿だな……笑っちゃうくらい、どうでもいいことにとらわれていた……）

　見えない檻に自分を閉じ込め、勝手な思い込みで心を縛っていたと、真理はやっと気がついた。

「ねえ、本当に悪いと思ってる？」

　いたずらっぽく真理は尋ねた。

「え？　ああ」

　頷く健人に真理は微笑みかけた。

「じゃあ、今からやっぱりデートに連れてって。そうしたら健ちゃんを許してあげる」

　驚きに両眼を見開く健人の表情が愛しくて、真理の胸はきゅんと切ない音を立てた。






「うわーっ」

　健人の絶叫が広大な園内に響きわたる。

　真理がリクエストしたのは遊園地デートだ。

　ジェットコースターの一番前で青ざめている健人がおかしくて、真理は宙返りを決めながらもくすくす笑いを止められなかった。

「何だよこれ……罰ゲームかよ」

　ベンチに腰掛けうなだれながら、健人は大きなため息をつく。

「そうだよ。でも、その代わり、さっきのことは許してあげる」

　店で買ってきたジュースを渡しながら、真理は健人の隣に座った。

　目の前を家族連れが通り過ぎていく。

　少女の姿に、真理は過去の出来事を思い出した。

「子供の頃、ハジメちゃんと健ちゃんが私を遊園地に連れてきてくれたよね」

「あ……あったな」

　健人の目も少女の後ろ姿を追っている。懐かしく細められた目に、彼も同じことを思い出しているのだと真理は知った。

「あの時の健ちゃんも、ジェットコースター、すごく怖がってて……ほとんど半泣きだったんだよ。ハジメちゃんの方は余裕綽々だったんだよね」

「俺へたばって、ベンチでずっと寝てた。黒歴史を思い出させるなよ」

　健人は苦笑した。

「お前は兄貴と一緒に主要アトラクションを制覇してたよな」

「絶叫系、大好きなんだ」

「手を繋いでる二人が羨ましかった……あの頃から兄貴にはかなわないんだろうなって思ってた」

　健人は遠い目をして呟いた。

「あのね、私……」

　真理はおずおずと語りかけた。

「ハジメちゃんのこと、もう好きじゃない……公園でハグされたのは挨拶みたいなものなの」

　健人の片眉が上がった。

「マジで？」

「うん……色々あったけど……私の気持ちはもう、恋じゃないよ」

　真理はきっぱりとそう告げた。

「私が困った時いつもそばにいてくれたのは健ちゃんだった。就職が決まらなくて悩んでた時も、失恋した時も……そのことにやっと気づいたの。あのね、健ちゃん」

　真剣になった真理に、健人の態度も改まる。

「ハジメちゃんとはなんでもないの……公園で抱き合ってた理由は今は言えない……でも私が好きなのは健ちゃんだから……そのことだけは信じてほしい……」

　健人の目が大きく見開かれる。

　薄く整った唇が一瞬びくりと震えた気がした。

　真理は慌てて付け加えた。

「この間までハジメちゃんの事ばかり言ってたのに、自分でもすごく驚いてるんだ……だけど本当の話だよ。嘘じゃないから」

「いつから……」

　彼の声がかすれている。

（私も同じ質問をしたっけ）

　ちょっとしたシンクロに喜びを感じながら、真理は答えた。

「分からない。もしかしたら初めてキスされた時かな？」

　健人の目が細められ、その動きにどこか危険な匂いを感じ真理は頬を赤らめた。

「もう自分の本当の気持ちを大切にすることにしたの。これからはずっと一緒にいたい。慰めなんかじゃなくて……普通に健ちゃんとくっついていたい……ね、いいよね？」

　彼の片手が伸びてきて真理の背中をぐっと引き寄せた。

　熱くなった頬が彼の胸板に押し付けられる。

　健人の香りが夏の風と共に、ふんわりと鼻腔に入ってくる。

　幸せすぎて胸が痛い。

「当たり前に決まってるだろ。お前は俺の宝物なんだから」

　かすれた声がそう囁きかけてくる。

　きっとそう言ってくれると思っていた。

　それでも信じられないほど嬉しくて……真理は彼の腰に両手を回す。

　シャツ越しに健人の心臓の音が聞こえてきて、つられるように真理の鼓動も早くなる。

　ほんの少し健人は距離をあけ、真理の顎を指でつまんだ。

「もう全部俺のもんだな」

「うん」

　きっぱりとそう答えれば、優しい唇が落ちてくる。

　激しいキスに応えながら、真理は彼の匂いを思いっきり吸い込んだ。






　デートの終わりに健人は高台の公園に連れてきてくれた。

　眼下に広がる宝石箱を散りばめたような美しい夜景に、真理は目を見張る。

「わあ……私、夜景を見たのって初めてなの……こんなに綺麗なんだね」

「おいおい、嘘だろ。モテない女みたいなセリフ言うなよ」

「本当だよ。女友達に誘われたことがあったけど、好きな人と行きたいからって断ってたの。あ……」

　微妙な空気が二人の間に流れ、

「ごめんなさい」

　真理はぺこりと頭を下げた。

「いいや。いいよ。兄貴のこと好きだったことも、全部ひっくるめて、今のお前が好きなんだから」

　優しい声に、情けほど胸が震え、真理は大きく深呼吸をすると再び健人に視線を合わせた。

「私ね、全部の初めてが健ちゃんでよかったって本気で思ってる。私を好きになってくれてありがとう。健ちゃん」

　健人はまじまじと真理を見て、そして少し赤くなった。

「だめだ……俺、すごく悪いこと考えてる」

　そう言うと健人は苦悶するように額に手を当て、ちらりと真理に視線を向けた。

「今、この場所で、お前が欲しいって言ったらどうする？」

「え？」

「もちろん断らないよな？」

　触れるだけのキスが落とされた。

　それだけで下腹部が甘く濡れてしまう。

　彼の手のひらが後頭部を支えて上向かせる。

　くちづけが深まり、彼の胸の鼓動が早まってきた。

　お互いの唾液の糸を結びながら唇が離れる。

　遠い夜景を反射させた、綺麗な瞳に射すくめられ、ロマンティックな思いに心が浮き立つ。

「抱いていい？」

　試すような声。

　本当は断るべきだとわかっていた。

　それなのに真理は大きく頷いていた。

　健人は嬉しげに真理の頬を撫で、背中に回していた手を徐々に下へと下ろし、スカート越しの尻を撫で上げる。

「ん……っん……」

　感じやすい箇所を撫でられて、気分が徐々に上がっていく。

「たまらないな……夢みたいだ。本当にお前を抱けるんだな」

　とても嬉しそうな声。

「今までだって……好きなようにしてたじゃない……」

「お前も同意なのは初めてだろ……」

　スカートの裾から潜り込んできた手が、ストッキングを太ももまで下ろした。

　そして健人はショーツのゴムの部分から手を入れて、生の尻たぶをぎゅっと掴んだ。

「あ……ああっ」

　もう下半身はたっぷり潤い、いやらしい蜜の匂いを漂わせている。

　彼の手のひらが柔らかい尻を撫でるたびに、子宮がずくんと音を立てて収縮し、たまらない気持ちになってしまう。

「うっ……ううう」

　ショーツがジリジリと下ろされていき、尻の真ん中辺りで一本の線になって止まった。

「いやらしい格好。すごくエロい」

「見ないでよ」

「馬鹿。これを見るのが男の楽しみだろ」

　言葉で意地悪に攻められて、急速に体の奥が潤ってくる。

　ショーツの中に入っている手が、ゆっくりと割れ目に到達する。

「はあっ」

　もうそこはたっぷりと潤っていて、ほんの少し指先を浸しただけで、じゅくじゅくと音がするほどだった。

「あっ……やあっ……」

　あまりの恥ずかしさに真理は思わず足を閉じてしまう。

「たった２回しか抱いてないのに、感度がいいな」

「だからそんなこと言わないでって」

「なんで嫌がるんだよ」

「いやらしいって言われてるみたいでしょ」

「最高の褒め言葉だろ」

　ショーツは一本の線になり、割れ目に食い込んでいる。

「恥ずかしいよぉ……」

　顔を真っ赤にして悶えれば、

「お前の恥ずかしがってるとこ、すごく好き」

　健人が耳たぶに囁きかけてきた。

　甘ったるい空気がたまらなくて、真理は真っ赤になって俯いた。

　ここは戸外で、今にも人が来るかもしれない。

　そのスリルが逆に興奮を与えていた。

　体は思いっきり収縮している。

　割れ目に布を食い込ませた肉襞が蠢いている。

「う……うう……」

「その声、かわいい。もっともっと喘がせてみたい」

　意地悪な口調でそう言うと、健人はブラウス越しの胸を軽く揉んだ。

「ああっ」

　彼の手に触れられるとたちまち力が抜けていく。

　今こそ真理ははっきりと自覚した。

　ハジメへの思いはただの憧れだった。

　今健人に対して感じている、獣じみた欲望や、熱い思い。

　それこそが真実の恋なのだ。

　ビクビクと身体をひきつらせながら優しい愛撫に身を任せていると、健人はいきなりショーツ越しの割れ目に手のひらをあてがった。

「ああっ……は……うう」

　よれたショーツで散々擦られたそこは、健人の指先にいやらしい蜜をたっぷりとこぼす。

　感じやすい粘膜が指と指の刺激に戦いて、背中がぞくぞくと震えた。

　気の遠くなるような感覚に目を閉じた真理を、楽しげな眼差しで眺めると、健人は潤んだ蜜壺の上を指先で何度も上下した。

「ふっ……ああ……うう……くぅ……」

　はーっと息を吐きながら、真理は健人にもたれかかる。

　ショーツが下ろされ、濡れた下生えがあらわにされた。

　手のひら全体で割れ目を包むと、健人は柔らかくそこを揉み始めた。

　初めてのやり方にドキドキし、真理の肌は一気に粟立つ。

　生温かい夏の夜風が、官能に震える二人の間を駆け抜けていく。

「25年分の思いをぶつけてるって感じだな……盛りすぎてて、自分でも怖いよ」

　自嘲気味に健人がつぶやく。

「そんなこと言わないでよ。私の方が健ちゃんより、もっともっと恥ずかしいんだから」

　いやいやと首を振りながら訴えれば、健人は不思議そうに真理を見つめ返した。

「なんでだよ」

「だって女だもの」

「性別は関係ないだろ」

「あるよ」

　健人に惹かれていると、本当はもっと早い段階で気付いていた。

　それなのに告げられなかったのは、軽い女だと彼に思われたくなかったためだ。

　今にして思えば無駄なこだわりだったと笑ってしまう。

　大切なのは自分の本音を認めること。

　大切な人に素直に向き合うこと。

　ただ、それだけだったのに。

　濡れまくった襞の中に人差し指が浸された。

「ふあっ……ああ……ううう」

　艶めいた嬌声が漏れ、健人はそんな真理の様子を、両目を細めて愛しげに眺める。

　足の間に膝を入れてショーツを下ろすと、健人が指の愛撫を本格的に開始した。

　秘裂を丹念にいじり、秘玉の包皮が剥かれ、滑った赤い芽が摘まれる。

「あ……ああ」

　鈍い疼きが、触れられた箇所から体全体へと広がった。

　皮を剥かれた秘玉は赤みを増してぐじゅぐじゅと、いやらしく蕩けていく。

「ああ……はっ……ふう……うう……」

　彼が何か新たな行為を始めるたびに、悩ましい喘ぎが唇から漏れた。

　こんなに甘ったるく行為の続きをねだるような声が、自分の口から出ているなんて、どうしても信じられない。

「かわいいな。その声本当にいい」

　彼の声も艶を帯び、体からは獣じみた匂いが立ち上がっている。

　秘裂は熱く濡れそぼり、それを長い指が丹念にほぐしていく。

　まだ中には入れられていないのに、肉壁から大量の愛液が垂れて、彼の手のひらをべっとりと汚していた。

　びくんびくんと体が跳ね上がり、さらなる期待に胸が震える。

「うう……はうっ……あ……」

　だんだん喘ぎ声は激しくなり、真理は口に片手を当てて、漏れ出る声を止めようとした。

「こら、声を我慢するなよ」

「……だって……ああ……人が……」

「誰か来たらすぐやめるから。な？」

　悪戯っぽい声でそう言われ、それ以上反論できなくなる。

　しかし今度は足が震え始めた。

「どうした？」

　悶えている真理の様子に、健人は首を傾げて尋ねてきた。

「足がガクガクして……倒れそうなの」

　はあはあと荒い息を吐きながら真理はそう打ち明けた。

「感じてる証拠だ」

　唇が塞がれ、濡れた襞が差し入れられた指に引き伸ばされる。

「あっ……ああ……くっ……うう」

　ただでさえそこは濡れすぎていたのに、直接中を触られてしまえば、液体が洪水のように溢れ出し、太ももをベトベトに濡らしてしまう。

「はう……っ……っ」

　甘く濡れた割れ目に屹立が押し当てられた。

　一番太い亀頭の部分が蜜に濡れ、ぬらぬらと赤黒く光っている。

　健人が真理の尻に両手を当て、ぐい、とすくい上げるようにして引き寄せた。

　肉棒がずるりと体内へ押し込まれる。

「はあ……あああ……っ」

　巨大な直径が、真理の淫らに解れた穴を突き進んでいく。

　それはすぐに最奥を征服し、勢いよく引きずり出される。

「ああっ……ああ」

　もう力が抜けてしまって、真理はくったりと彼の胸にしなだれかかる。

「もう一回行くぞ」

　今度は角度を変えて貫かれた。

　パシパシという、尻と腰とがぶつかる破裂音が鼓膜に響く。

　その音はただでさえ燃え上がっている官能を、さらに激しく煽っていく。

「んあ……っ……はっ……ああっ……」

　またすぐに抜き出され、リズミカルなピストン運動が始まった。

　内臓が引きずり出されそうなほど凄まじい抽送を繰り返され、与えられる快感に腰から下が蕩けていきそうな気分になる。

　夜景をバックに繰り返されるその行為は、気が遠くなるほど長く続けられ、繋がった箇所からじんわりと赤みが広がっていく。

「気持ちがいいか。もうお前の中、ぐじゅぐじゅで……俺もやみつきになっちまう」

　彼の声も上ずっている。

「だからそんなことを言わないでって言ってるのに……」

　激しく貫かれたかと思うと、今度は円を描くようにゆっくりと内部をえぐられる。

　野太い茎が体を埋め尽くし、気持ちがよくてたまらない。

　愛する人に抱かれる喜びは、心が通じてなかった時とは、比べ物にならない程の充足感を真理にもたらした。

　あまりの喜びに純粋な涙がまなじりに浮かぶ。

「お前をこんなふうに抱くとこ、今まで何度も夢に見た。ただの夢で終わるかと思ってたんだけどな」

「あっ……あっ……」

　それは何時からなのかと聞きたかったが、すぐにそんな余裕はなくなっていく。

　体を貫く男の匂いと、注ぎ込まれる熱に当てられて、頭の中が朦朧としてきた。

　もっと奥まで貫いて欲しい。

　永遠にこれを続けてほしい。

　激しく上下する真理の胸を、ブラウス越しに撫でながら、

　健人は耳たぶに舌を這わせた。

　乳首にブラの布が擦れ、一層体が疼いてしまう。

　桃色の先端を口に含み、舌で転がしてもらいたい。

　そんな淫らな願いが、つい口をつきそうになり、真理はぐっとこらえた。

　その代わりと言いたげに、自ら腰を揺すってみると、健人は驚いたように耳たぶへの攻めを中断して、まじまじと真理を見つめた。

「お前さ、まだまだ足りなかったんだな」

「ち、違うの……そういうわけじゃ」

「分かった……ここからが本番だから」

　ピストン運動の速度が増す。

「あああ……っ」

　子宮が強い快感に膨らみ、下腹部はジュクジュクと蕩けていく。

　何度も何度も貫かれ、いやらしい喘ぎが唇から止まらない。

　ピクンピクンと体が震え、二人は同時に絶頂を迎えた。
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　それから一ヶ月たち、近所の小さな教会でハジメと小夜子の結婚式が執り行われた。

　階段の上で、フラワーフラッシュを受けている二人の晴れ姿に、じんとして、真理はハンカチを目尻に当てた。

「お前さ、泣きすぎ……」

「だって、なんだか嬉しくて」

　そう言うと健人は、はっとしたような顔をして、その後くしゃりと相好を崩した。

「そっか。だよな。ああ、良かった」

「え……？」

「兄貴に未練があって泣いてるわけじゃないんだな」

「違うよ……もう……信じてるんじゃなかったの？」

「信じてるよ。言ってみただけ」

　健人はそう言って真理の頭をポンポンと叩く。

　ハジメからは結婚式前に一度だけ連絡があった。

『この間はごめんね。なんか変なこと言っちゃって……あれはただのマリッジブルーだったみたい。男でもそういう事ってあるんだね』

　そう言って笑うハジメの声は、いつもの飄々としたものに戻っていて、真理は心からホッとした。

『やっぱり、俺、小夜子と結婚するよ。真理が言ってくれただろ。せっかくの縁は大切にしなきゃって。俺、面倒くさがり屋なところがあるから、ここで結婚しとかないと、もう次はない気がするんだ。だからもう決める』

「それがいいと思う。おめでとう。ハジメちゃん」

『あ、そうだ。最後にこれだけは言っとくよ。空港での告白嬉しかった。あの時よっぽど付き合おうかなって思ったんだけど、仕事でバタバタしてるうちに忘れちゃって……ごめんな。俺ってマジで、そういうところがだめなんだよな』

　真理は思わず笑ってしまった。

　確かにハジメは筋金入りの面倒くさがりだ。

　でもそのおかげで、真実の愛に巡り会えた。






「それではブーケトスの時間です。皆様お並びください」

　司会者がそう声をかけ、女性達がずらずらと移動を始める。

「お前は行かなくていいの？」

　動かない真理に健人が尋ねた。

「うん。だって、もう、大切なものをもらってるもの」

　薬指にはめた銀色に輝くリングを幸せそうに右手で触りながら、真理はにっこりと微笑んだ。
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